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上記の筆文字
「やまが」を書いた
子どもたちを
紹介する
コーナーです

　将来の夢は警察官になることです。テレビの密着番組で
困っている人を助けたり、町の安全を守ったりする姿を見
て格好いいと思いました。夢の実現に向けて、普段から周
りを元気にできるようなあいさつを心掛けています。
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大塚　斗
とう

護
ご

さん
三玉小学校６年生

　新型コロナウイルス感染拡大防止のため、実施予定のイベントに変更が生じる場合があります。
当月号に掲載している内容についても、今後、変更となる場合があります。主催の問い合わせ先に
ご確認いただくか、山鹿市ホームページなどでご確認ください。

問情報政策推進課  ☎（43）1118

　市が発信する行政情報を取得できる他、家族や友人、行政区
や各種グループでの情報共有ができます。
※�緊急情報の発信の他、防災情報も充実しています。日頃の
「備え」として、活用をお願いします。

●出前講座  実施中●

地域コミュニケーションアプリ

　「やまがメイト」で検索、
または上記二次元コードを
読み込んでください。

「もしも」の前にダウンロード！

山鹿温泉祭 2022
湧出長久を願う

　山鹿市杉にある日輪寺公園のツツジが見頃を迎えていま
す。色鮮やかなツツジが咲いている様子を道行く人が撮影
したり、子どもたちが目を輝かせてツツジを眺めていたり
と初夏の訪れを楽しんでいました。

今月の表紙　初夏の陽気に包まれて
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山鹿温泉祭 2022
湧出長久を願う

４月９日・10日、温泉の恵みに感謝して、湧出長久を願う
山鹿温泉祭が、さくら湯を中心に豊前街道一帯で開催され、
多くの人出でにぎわいました。

４
月
の
山
鹿
の
風
景
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も
っ
と
山
鹿
で
暮
ら
し
た
い

　
サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
の
誘
致

　

コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
リ
モ
ー
ト
ワ
ー

ク
な
ど
、
新
た
な
働
き
方
の
普
及
に
伴

う
首
都
圏
Ｉ
Ｔ
企
業
の
サ
テ
ラ
イ
ト
オ

フ
ィ
ス
な
ど
の
誘
致
を
推
進
し
ま
す
。

　
イ
メ
ー
ジ
戦
略
の
推
進

　
福
岡
や
熊
本
都
市
圏
な
ど
を
タ
ー
ゲ
ッ

ト
に
、
本
市
の
豊
か
な
自
然
、
歴
史
あ
る

伝
統
文
化
な
ど
の
魅
力
を
効
果
的
に
発
信

す
る
「
イ
メ
ー
ジ
戦
略
」
を
実
施
し
ま
す
。

　
移
住
定
住
支
援
事
業

　
移
住
希
望
者
に
対
す
る
相
談
体
制
の
充

実
と
空
き
家
の
さ
ら
な
る
有
効
活
用
を
図

る
た
め
、
空
き
家
バ
ン
ク
の
運
営
を
民
間

団
体
へ
委
託
す
る
と
と
も
に
、
移
住
す
る

人
に
対
し
、
住
ま
い
や
生
活
に
係
る
補
助

制
度
を
活
用
し
、
移
住
者
の
増
加
と
定
住

に
向
け
た
取
り
組
み
を
推
進
し
ま
す
。

　

　
も
っ
と
安
心
し
て
子
育
て

　
予
備
保
育
士
確
保
促
進
事
業

　

年
度
途
中
に
増
加
す
る
保
育
ニ
ー
ズ

に
対
応
す
る
た
め
、
年
度
当
初
か
ら
予

備
的
な
保
育
士
を
雇
用
す
る
私
立
保
育

園
な
ど
に
対
し
、
人
件
費
の
一
部
を
支

援
し
ま
す
。

　　
産
後
ケ
ア
事
業

　
市
が
委
託
す
る
事
業
所
に
お
い
て
、
助

産
師
な
ど
の
看
護
職
が
中
心
と
な
り
、
産

婦
の
身
体
的
ケ
ア
と
心
理
的
ケ
ア
を
実
施

す
る
こ
と
で
、
健
や
か
な
育
児
を
支
援
し

ま
す
。

　
ひ
と
り
親
家
庭
等
日
常
生
活
支
援
事
業

　

ひ
と
り
親
以
外
の
人
が
疾
病
な
ど
に

よ
り
児
童
を
監
護
で
き
な
い
場
合
に

も
、
一
時
的
な
生
活
の
援
助
と
し
て
家

庭
生
活
支
援
員
を
派
遣
す
る
な
ど
、
支

援
を
拡
充
し
ま
す
。

　
も
っ
と
チ
ャ
レ
ン
ジ
を
支
援

　
農
業
担
い
手
総
合
支
援
対
策
事
業

　

新
規
就
農
相
談
員
を
設
置
す
る
こ
と

で
、
新
規
就
農
者
の
確
保
、
育
成
、
定

着
を
促
進
し
ま
す
。
ま
た
、
農
地
集
積

推
進
員
を
増
員
し
、
農
地
の
集
積
・
集

約
化
を
加
速
化
さ
せ
る
と
と
も
に
、
集

落
営
農
組
織
の
育
成
お
よ
び
法
人
化
、

山形県から移住し豆腐店を営む家族

早田順
じゅん

一
いち

市長

「選ばれる山鹿」を目指して

　　　令和４年度 施政方針
　本市のさらなる発展に向けた組織改編として、より機動性が高く効率的な
組織運営と未来を見据えた戦略的な施策の推進を目的とした「総合戦略課」、
デジタル施策をさらに推進し、市民生活の利便性向上および事務の効率化を目
的とした「情報政策推進課」、従来の秘書業務に加え広報広聴事務を所掌する「秘
書広報課」を新たに設置しました。
　新たな組織体制の下、庁内の連携体制を強化し、全庁を挙げた総力戦で本市
の人口減少対策および持続可能なまちづくりに取り組み、市民や企業、市外在
住者から「選ばれる山鹿」を目指します。また、市民の生命と健康を守るため、
引き続き新型コロナウイルス感染症対策にもしっかりと取り組みます。

問総合戦略課　☎ (43)1112
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菊鹿ワイン

豊前街道のまちなみ

「選ばれる山鹿」を目指して

　　　令和４年度 施政方針

山鹿浄水センター

認
定
農
業
者
や
農
業
法
人
な
ど
の
経
営

基
盤
の
強
化
を
図
り
ま
す
。

　
企
業
誘
致
に
向
け
た
取
り
組
み
の
推
進

　

世
界
的
な
半
導
体
メ
ー
カ
ー
の
県
内

進
出
を
千
載
一
遇
の
チ
ャ
ン
ス
と
捉
え

「
半
導
体
産
業
等
企
業
誘
致
推
進
本
部
」

を
中
心
に
、
将
来
を
見
据
え
た
工
業
団

地
の
用
地
確
保
に
向
け
た
調
査
検
討
を

行
い
、
新
規
進
出
企
業
の
誘
致
や
地
元
企

業
の
規
模
拡
大
の
支
援
に
つ
な
げ
ま
す
。

　
ま
ち
な
み
再
生
事
業

　

歴
史
的
・
文
化
的
な
価
値
を
持
つ
豊

前
街
道
に
点
在
す
る
空
き
家
、
空
き
店

舗
な
ど
の
利
活
用
を
引
き
続
き
支
援
す

る
こ
と
に
よ
り
、
新
た
な
に
ぎ
わ
い
の

拠
点
を
創
出
し
ま
す
。

　
も
っ
と
資
源
を
磨
き
上
げ

　　
ス
ー
パ
ー
中
山
間
地
域
創
生
事
業

　
ワ
イ
ン
用
ブ
ド
ウ
畑
の
集
約
な
ど
に
よ

る
生
産
基
盤
と
担
い
手
の
強
化
、
山
鹿
和

栗
の
地
域
内
流
通
に
よ
る
交
流
人
口
の
増

加
を
目
指
し
ま
す
。
ま
た
、
商
品
開
発
に

よ
る
ブ
ラ
ン
ド
力
・
知
名
度
の
向
上
、
さ

ら
に
、
６
次
産
業
化
・
観
光
連
携
推
進
施

設
「
ア
イ
ラ
リ
ッ
ジ
」
の
拠
点
化
・
活
性

化
に
よ
る
に
ぎ
わ
い
創
出
、
お
よ
び
人
材

交
流
を
推
進
し
ま
す
。

　
も
っ
と
山
鹿
を
応
援
し
た
い

　
ふ
る
さ
と
応
援
事
業　

　

地
域
に
密
着
し
た
返
礼
品
の
開
発
・

拡
充
や
、
新
た
な
ふ
る
さ
と
納
税
ポ
ー

タ
ル
サ
イ
ト
を
開
設
し
ま
す
。
ま
た
、

企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
に
つ
い
て
は
、

企
業
と
の
マ
ッ
チ
ン
グ
や
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
の
企
画
提
案
を
委
託
す
る
こ
と
で
、

効
果
的
な
Ｐ
Ｒ
を
行
い
地
方
創
生
の
推

進
に
係
る
財
源
の
確
保
を
図
り
ま
す
。

　

も
っ
と
新
時
代
の
教
育
を　

　
ふ
る
さ
と
未
来
創
造
事
業

　
ｅ
ス
ポ
ー
ツ
（
対
戦
型
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
ー
ゲ
ー
ム
）
を
活
用
し
、世
代
、職
業
、

ハ
ン
デ
ィ
キ
ャ
ッ
プ
な
ど
の
垣
根
を
越

え
た
交
流
活
動
な
ど
へ
の
支
援
を
行
い

ま
す
。
ま
た
、
鹿
本
小
学
校
を
モ
デ
ル

校
と
し
て
民
間
事
業
者
と
連
携
し
た
プ

ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
学
習
の
成
果
を
、
市
内

事
業
者
や
さ
ま
ざ
ま
な
世
代
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ

人
材
の
育
成
に
つ
な
げ
て
い
き
ま
す
。

　
も
っ
と
が
ん
検
診
・
対
策

　
が
ん
対
策
関
連
事
業

　

節
目
検
診
の
無
料
化
を
拡
充
し
、
併

せ
て
乳
が
ん
、
子
宮
が
ん
の
個
別
受
診

可
能
な
医
療
機
関
の
拡
大
を
図
り
ま

す
。
ま
た
、
児
童
・
生
徒
の
発
達
段
階

に
応
じ
た
が
ん
教
育
を
推
進
し
ま
す
。

さ
ら
に
、
中
学
２
年
生
を
対
象
と
し
た

ピ
ロ
リ
菌
検
査
を
実
施
し
、
胃
が
ん
発

生
の
リ
ス
ク
抑
制
に
努
め
ま
す
。

　
も
っ
と
安
全
な
ま
ち
に

　
下
水
道
広
域
化
推
進
総
合
事
業

　
山
鹿
市
お
よ
び
熊
本
市
北
区
植
木
町
の

し
尿
お
よ
び
浄
化
槽
汚
泥
な
ど
を
広
域
処

理
し
て
い
る
山
鹿
衛
生
処
理
セ
ン
タ
ー

が
、
老
朽
化
に
伴
い
令
和
６
年
度
末
で
廃

止
予
定
の
た
め
、
新
た
に
山
鹿
浄
水
セ
ン

タ
ー
を
活
用
し
、
処
理
を
行
う
た
め
の
し

尿
等
受
入
施
設
を
建
設
し
ま
す
。

　
結
び
に

　

本
市
に
は
豊
か
な
自
然
、
優
れ
た
歴

史
・
文
化
な
ど
、
他
の
自
治
体
に
無
い

ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
が
数
多
く
あ
り
ま
す
。

こ
の
強
み
を
生
か
し
、
さ
ら
に
磨
き
上

げ
る
こ
と
で
、
市
民
の
誰
も
が
本
市
の

素
晴
ら
し
さ
を
実
感
し
、
自
信
と
誇
り

を
持
ち
、
市
民
自
ら
が
住
み
続
け
た
い

と
思
え
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。
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山鹿市教育委員会広報

第54号

ゆ
め
ー

る
山鹿市教育委員会
教育総務課
☎（43）1638

E-ma i l : ksoh@c i t y.
yamaga.kumamoto.jp

第
４
次　
山
鹿
市
教
育
振
興
基
本
計
画

　
　
　
　
　
　

古い
に
し
へ人
に
学
び  

つ
な
が
り  

支
え
あ
う

　
　
　
　
　
“ 

ふ
る
さ
と
山
鹿
の
創
造 

”

●
学
校
I※
C
T
整
備
事
業

　

タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
を
児
童
生
徒
１
人

１
台
と
、
教
職
員
用
に
配
備
し
、
さ
ま
ざ

ま
な
学
習
活
動
を
通
し
て
情※

報
リ
テ
ラ

シ
ー
を
育
成
す
る
と
と
も
に
、
多
様
な
子

ど
も
た
ち
に
対
応
し
た
「
公
正
に
個
別
最

適
化
さ
れ
た
学
び
」
を
推
進
し
ま
す
。
ま

た
、
I
C
T
機
器
を
活
用
し
た
授
業
づ

く
り
な
ど
の
支
援
の
た
め
、
I
C
T
支

援
員
を
配
置
し
ま
す
。

※
I
C
T
…
情
報
通
信
技
術

※
情
報
リ
テ
ラ
シ
ー
…
情
報
活
用
能
力

●
外
国
語
指
導
事
業

　

Ａ
Ｌ
Ｔ
（
外
国
語
指
導
助
手
）
を
積
極

的
に
活
用
し
、
児
童
生
徒
の
英
語
に
対
す

る
興
味
関
心
を
高
め
な
が
ら
、
英
語
力
向

上
を
図
り
、異
文
化
へ
の
理
解
を
深
め
ま
す
。

●
山
鹿
小
・
平
小
城
小
・
三
岳
小
の
統
合

　

令
和
５
年
４
月
の
統
合
に
向
け
、
保
護

者
・
地
域
・
学
校
の
代
表
者
で
構
成
さ
れ

た
統
合
準
備
委
員
会
を
開
催
し
、
遠
距
離

通
学
対
策
や
学
校
間
の
児
童
交
流
な
ど

検
討
事
項
を
協
議
し
て
い
き
ま
す
。

　

教
育
振
興
基
本
計
画
に
基
づ
く
、
本
年

度
の
主
な
事
業
内
容
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

教
育
支
援
の
充
実

●
不
登
校
対
策
事
業

　

不
登
校
気
味
の
児
童
生
徒
が
在
籍

し
て
い
る
学
校
に
対
し
て
サ
ポ
ー
ト

テ
ィ
ー
チ
ャ
ー
を
配
置
し
、
授
業
を
は
じ

め
と
し
た
学
校
生
活
に
お
け
る
個
別
指

導
や
支
援
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、
教
育
支

援
セ
ン
タ
ー
を
設
置
し
、
不
登
校
の
児
童

生
徒
一
人
一
人
の
状
況
に
応
じ
た
適
切

な
指
導
や
学
習
支
援
を
行
い
ま
す
。

●
特
別
支
援
教
育
充
実
事
業

　

支
援
が
必
要
な
児
童
生
徒
や
、
特
別
支

援
学
級
に
在
籍
す
る
児
童
生
徒
に
対
し

て
サ
ポ
ー
ト
テ
ィ
ー
チ
ャ
ー
を
配
置
し
、

【
基
本
理
念
】

担
当
教
諭
と
協
議
し
な
が
ら
個
々
の
状

況
に
応
じ
た
支
援
を
行
い
ま
す
。

● 

ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー

配
置
事
業

　

精
神
保
健
福
祉
士
な
ど
の
資
格
を
持

つ
ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
を

配
置
し
、
児
童
生
徒
に
対
す
る
心
の
ケ
ア

を
は
じ
め
、
学
校
・
家
庭
・
関
係
機
関
と

の
連
携
を
密
に
し
、
児
童
生
徒
を
取
り
巻

く
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
に
対
し
て
総
合
的

に
取
り
組
み
、
解
決
を
図
り
ま
す
。

●
新
入
学
児
童
支
援
事
業

　

令
和
５
年
度
に
小
学
校
入
学
予
定
の

児
童
に
ラ
ン
ド
セ
ル
を
贈
呈
し
ま
す
。
対

象
と
な
る
入
学
児
童
に
は
、
こ
と
し
９
月

中
に
保
護
者
へ
の
希
望
調
査
を
行
い
、
令

和
５
年
度
の
入
学
式
の
贈
呈
に
向
け
、
準

備
を
進
め
ま
す
。

社
会
教
育
・
文
化
の
振
興

●
夢
の
「
と
び
ら
」
を
ひ
ら
く
事
業

　

市
立
図
書
館
・
図
書
室
を
つ
な
い
だ
シ

ス
テ
ム
を
活
用
し
、
全
蔵
書
の
検
索
、
予

約
、
貸
し
出
し
、
返
却
が
こ
も
れ
び
、
ひ

だ
ま
り
の
各
図
書
館
お
よ
び
、
鹿
北
、
菊

鹿
、
鹿
央
の
各
図
書
室
の
ど
こ
で
も
で
き

ま
す
。

　

移
動
図
書
館
車
は
、
自
治
公
民
館
や
幼

稚
園
・
保
育
園
・
学
校
な
ど
、
市
内
66
カ

所
を
巡
回
し
、
読
書
活
動
を
多
方
面
で
推

進
し
ま
す
。

●
生
涯
教
育
推
進
事
業

　

市
民
が
心
の
豊
か
さ
や
生
き
が
い
を

感
じ
、
充
実
し
た
人
生
を
送
れ
る
よ
う

「
生
涯
大
学
」「
公
民
館
講
座
生
涯
学
習
講

座
」「
自
主
講
座
」
を
開
設
し
ま
す
。
身

近
で
気
軽
に
学
べ
る
機
会
を
提
供
す
る

こ
と
で
、
市
民
の
学
習
意
識
を
高
め
、
社

会
参
画
や
社
会
貢
献
活
動
に
つ
な
げ
る

た
め
の
実
践
的
な
学
び
を
支
援
し
ま
す
。

昨年度の統合準備委員会の様子

昨年度の生涯学習講座の様子
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●
青
少
年
健
全
育
成
事
業

　
「
地
域
の
子
ど
も
は
地
域
で
育
む
」
の

理
念
の
下
、
地
域
住
民
の
皆
さ
ん
や
学

校
、
そ
の
他
関
係
機
関
と
連
絡
を
密
に
し

て
「
早
ね
、
あ
い
さ
つ
、
朝
ご
は
ん
」
運

動
を
推
進
し
ま
す
。
ま
た
、
下
校
時
の
巡

回
活
動
、
青
少
年
健
全
育
成
大
会
な
ど
を

実
施
し
、
子
ど
も
た
ち
の
見
守
り
や
地
域

で
子
ど
も
を
育
む
環
境
づ
く
り
を
推
進

し
ま
す
。

●
山
鹿
創
生
塾

　

山
鹿
の
次
世
代
を
担
う
中
学
生
や
高

校
生
に
学
び
の
場
を
提
供
す
る
こ
と
で
、

地
域
を
元
気
に
す
る
人
材
を
育
成
し
ま

す
。
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で
活
躍
し
て
い
る

講
師
を
招
い
て
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
な
ど
を

実
施
し
、
参
加
者
が
、
気
付
き
や
学
び
を

得
ら
れ
る
機
会
を
創
出
し
ま
す
。

●
文
化
財
保
存
・
活
用
事
業

　

相
良
の
ア
イ
ラ
ト
ビ
カ
ズ
ラ
や
八
千

代
座
、
方
保
田
東
原
遺
跡
な
ど
文
化
財
の

保
存
に
取
り
組
み
ま
す
。
ま
た
、
菊
池
川

流
域
の
山
鹿
市
・
菊
池
市
・
玉
名
市
・
和

水
町
で
取
り
組
ん
で
い
る
日
本
遺
産
協

議
会
に
よ
る
活
動
な
ど
、
文
化
財
の
活
用

を
推
進
し
ま
す
。

●
博
物
館
展
示
事
業

　

郷
土
の
歴
史
資
料
な
ど
を
調
査
・
研
究

し
、
展
示
し
ま
す
。
菊
池
川
展
、
チ
ブ
サ

ン
古
墳
・
鍋
田
横
穴
群
国
指
定
１
０
０
年

記
念
展
、
鉄
道
開
始
１
５
０
年
記
念
展
を

開
催
す
る
予
定
で
す
。

　

ま
た
、
開
館
か
ら
40
年
以
上
が
経
過
し

老
朽
化
し
た
施
設
整
備
に
つ
い
て
の
調

査
・
準
備
を
進
め
ま
す
。

● 

子
ど
も
た
ち
の
郷
土
愛
と
誇
り
を

育
む
事
業

　

ふ
る
さ
と
を
愛
し
誇
り
に
思
う
人
材

育
成
を
目
的
と
し
て
「
山
鹿
・
郷
土
か
る

た
」
を
小
学
校
1
年
生
に
配
布
し
ま
す
。

立
志
の
道
事
業
で
は
、
郷
土
の
偉
人
・
清

浦
奎け

い

吾ご

の
歩
ん
だ
歴
史
や
教
訓
を
学
び

ま
す
。
ま
た
、
市
内
の
小
・
中
学
生
を
対

象
に
各
地
の
貴
重
な
文
化
遺
産
や
資
料

館
な
ど
を
バ
ス
で
見
学
し
、
ふ
る
さ
と
山

鹿
に
つ
い
て
の
知
識
を
深
め
ま
す
。

ス
ポ
ー
ツ
の
振
興

●
ス
ポ
ー
ツ
推
進
事
業

●
施
設
の
長
寿
命
化
対
策
事
業

　

本
市
の
ス
ポ
ー
ツ
施
策
を
体
系
的
・
計

画
的
に
推
進
す
る
た
め
、
新
た
に
策
定
し

た
「
山
鹿
市
ス
ポ
ー
ツ
推
進
計
画
」
に
基

づ
き
、
誰
も
が
気
軽
に
ス
ポ
ー
ツ
に
親
し

み
、
そ
し
て
楽
し
む
こ
と
が
で
き
る
よ

う
「
す
る
・
み
る
・
さ
さ
え
る
ス
ポ
ー
ツ
」

を
通
し
て
、
全
て
の
市
民
が
ス
ポ
ー
ツ
の

楽
し
さ
や
感
動
を
分
か
ち
合
い
、
支
え
合

い
な
が
ら
、
健
康
で
活
力
あ
る
地
域
づ
く

り
を
目
指
し
ま
す
。

　

ま
た
、
施
設
の
老
朽
化
に
よ
り
行
っ
て

い
る
山
鹿
市
民
球
場
の
改
修
工
事
は
、
本

年
度
中
に
完
了
予
定
で
す
。

子
育
て
支
援

●
子
ど
も
総
合
相
談
事
業

　

お
お
む
ね
18
歳
ま
で
の
子
ど
も
の
成

長
段
階
に
お
け
る
発
達
や
虐
待
、
暴
力
対

策
、
ひ
と
り
親
の
自
立
な
ど
子
育
て
に
関

す
る
相
談
に
幅
広
く
応
じ
る
た
め
、
子
ど

も
相
談
員
と
保
育
相
談
員
を
配
置
し
ま

す
。
相
談
員
は
必
要
に
応
じ
、 

専
門
機
関

と
連
携
し
て
問
題
解
決
に
当
た
り
ま
す
。

●
病
後
児
保
育
事
業

　

病
気
回
復
期
の
子
ど
も
を
預
か
る
病

後
児
保
育
室
を
山
鹿
保
育
園
内
の
「
あ
す

な
ろ
」
と
三
玉
保
育
園
内
の
「
さ
く
ら
ん

ぼ
」
の
２
カ
所
で
実
施
し
て
い
ま
す
。

古代史巡回バス事業の様子

受賞おめでとうございます

　郷土愛や道徳心を高めることをテーマとし
た2021年度「熊本の心」作文で、川上心

み あ

愛
さん（大道小６年）の作品「あきらめない力」
が、県内の小・中・高校生など3117点の応
募の中から最優秀賞（熊本県教育委員会賞）
に選ばれました。３月２日、早田順

じゅん

一
い ち

市長に
報告に訪れた川上さんは「作文は熊本県出身
で天然痘

と う

根絶に尽力した蟻田功
いさお

さんの活躍と、
現在のコロナ禍の状況を結び付けて書きまし
た。本を読むことが好きなので、中学生にな
っても本を読み続けて努力します」と語りま
した。（学年は報告当時）

7　2022. ５　広報やまが



 

生
活
情
報

広報やまが　2022. ５　8

　令和４年度予算が成立しました。このページでは一般会計予算305億円の概要をお知らせします。
詳しくは山鹿市ホームページをご覧ください。 問財務課　☎(43)1119

　市税、保育料、公共施設の使用料など、市が自主的に収入することのできる自主財源は、83億 2,057 万４千
円で、全体の 27.3㌫となっています。一方で、国が地方に代わって徴収し、分配する地方交付税、国・県から
の特定の事業に対する支出金や銀行などからの借入金（市債）などの依存財源が、221億 7,942 万６千円で、
全体の72.7㌫を占めています。

財源について

予 算令和４年度

山鹿市一般会計予算　305 億円

●議会費
議員の報酬や議会運営など

●民生費
高齢者や障がい者、子どもの福祉など

●農林水産業費
農業や林業の振興など

●土木費
道路、公園、市営住宅の維持など

●教育費
小中学校、生涯学習、スポーツ振興など

●総務費
地域公共交通の維持や地域の祭り、行政の情報化など

●衛生費
市民の健康や衛生的な生活環境の保持など

●商工費

▶商業振興対策事業
　8,930 万４千円
▶企業誘致対策事業
　2,118 万１千円

●消防費
消防や災害対策など

●公債費

●その他

地方債（市の借金）の返済に要する経費

災害復旧、基金積み立てなど

１億9,949万６千円（0.7㌫） 30億8,197万６千円（10.1㌫）

107億9,702万９千円（35.4㌫） 24億2,314万４千円（7.9㌫）

21億5,781万１千円（7.1㌫） ４億6,278万１千円（1.5㌫）

17億7,169万６千円（5.8㌫） 13億7,215万８千円（4.5㌫）

33億3,790万２千円（10.9㌫） 40億8,567万９千円（13.4㌫）

８億1,032万８千円（2.7㌫）

▶山鹿市イメージ戦略推進事業
　1,303 万円
▶移住定住支援事業
　2,572 万１千円

▶子ども医療費助成事業
　２億1,509 万５千円
▶放課後児童健全育成事業
　１億9,876 万８千円

▶母子保健事業
　5,011 万６千円
▶がん対策推進事業
　8,466 万１千円

▶農業担い手支援総合対策事業
　8,647 万６千円
▶スーパー中山間地域創生事業
　1,736 万円

商工業や観光の振興など

▶地方道路等整備事業
　３億2,553 万４千円
▶まちなみ再生事業
　2,800 万円

▶消防団運営費
　２億2,609 万２千円
▶消防庁舎施設整備事業（東分署）
　１億4,706 万円

▶安全・安心な学校づくり事業（八幡小屋内運動場）
　２億4,457 万９千円
▶カルチャースポーツセンター長寿命化事業
　３億897万４千円

（）内は構成比
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●未就学児均等割の軽減　
　子育て世帯への経済的負担を軽減するため、未就学児
に係る均等割額を２分の１減額します。
【未就学児の減額内容（年額）】

世帯の状況 減額前
均等割額（円）

減額後
均等割額（円）

軽減なし 28,200 14,100
2 割軽減 22,560 11,280
5 割軽減 14,100 7,050
7 割軽減 8,460 4,230

※未就学児：６歳に達する日以後の最初の３月 31日以
　　　　　　前である人
※申請は不要です。6月発送予定の国民健康保険税納税
　通知をご確認ください。

●賦課限度額の引き上げ
　国民健康保険施行令の一部改正に伴い、国民健康保険
税の賦課限度額を引き上げます。
・医療分限度額　63万円⇒ 65万円
・後期高齢者支援金分限度額　19万円⇒ 20万円
※介護保険分の限度額は17万円で据え置き

●新型コロナウイルス感染症の影響による国民　
　健康保険税の減免
　次の要件を満たす人は、申請により令和４年度国民健
康保険税の全部または一部が減免となります。
減免の対象者
ア�新型コロナウイルス感染症により主たる生計維持者
（世帯主）が死亡または重篤な疾病を負った世帯の人
イ�新型コロナウイルス感染症の影響により主たる生計維
持者（世帯主）の収入減少が見込まれ次のa〜cの全
ての要件に該当する世帯の人

主たる生計維持者（世帯主）の収入などの要件
a�事業収入など（事業、不動産、山林、給与）のいずれ
かについて、令和 4年中の収入が前年（令和３年中）
の３割以上減少する見込みである
b�前年（令和３年中）の所得の合計額が１千万円以下で
ある
c�収入減少が見込まれる事業収入などを除き、前年（令
和３年中）の所得の合計額が400万円以下である

申請期限　令和 5 年 3 月 31 日㈮
※令和３年度分の国民健康保険税についても、引き続き
　減免申請を受け付けています。

開催日 会　場 テーマ 内　容
６月15日㈬ 鹿本市民センター 人権全般 開講式・講演

７月20日㈬ 鹿北市民センター 感染症（新型コロナウイルス感染症
��など）と人権 講演

８月18日㈭ 鹿央市民センター 女性・子どもの人権 講演
10月 22日㈯・23㈰ 山鹿市総合体育館ほか 同和問題（部落差別）ほか 第50回熊本県人権教育研究大会
12月 21日㈬ 菊鹿地区公民館 障がい者・高齢者の人権 講演

令和５年１月17日㈫ 鹿本市民センター 身の周りの人権問題 参加体験型・閉講式

　人権って何？　なんだか難しそう…。避けて通るうちに、自分でも気付かずに偏見や差別につながる
ことをしていたり、被害者になったりするかもしれません。自分と人権のつながりを学び、理解を深め
るための講座を開催します。

問人権啓発課　☎(43)1199
参加対象　山鹿市に住んでいる人または勤めている人　　　受 講 料　無料
申し込み　�下記❶〜❹のいずれかの方法で「⑴住所　⑵氏名（フリガナ）　⑶電話番号」をお知らせください。
　　　　　❶来庁　山鹿市役所３階　人権啓発課　❷電話　☎ (43)1199　❸ FAX(44)0373（様式は任意です）
　　　　　❹ Eメール　jinken@city.yamaga.kumamoto.jp（件名に「ふれあい人権講座申し込み」と入力してください）
申し込み締め切り　５月 20 日㈮　　　　　　　　　　　　�内　　容　下記予定表のとおり年６回を予定

※ご都合が合うときに参加してください。
※10月を除き、講演は午後２時から60分間を予定しています。
※開催日時、会場、内容は講師の都合などにより変更する場合があります。
※実施については、今後の新型コロナウイルス感染症の状況を踏まえ、開催の有無を検討し、その都度ご連絡します。

 山鹿市ふれあい人権講座 　人権のこと、いろいろ学んでみませんか？

受講
無料

令和４年度国民健康保険税についてお知らせします
問税務課　市民税係　☎ (43)1120
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●後期高齢者健診
※集団・個別健診共に予約が必要です。

後期高齢者健診と歯科口
こ う く う

腔健診の
受診券を郵送します

受診券の色 対象者 健診の種別

ピンク色 後期高齢者医療保険加入の人
（障がい認定の65歳以上の人を含む） 後期高齢者健診

オレンジ色 国民健康保険加入者で６月〜令和５年３月末までに
75歳を迎える人

健診当日の保険種別により国保特定健診か
後期高齢者健診のどちらか

緑色 後期高齢者医療保険加入の人
（障がい認定の65歳以上の人を含む） 歯科口腔健診

●健診受診券の色の違い

●歯科口腔健診
自己負担額　400円
実施時期　　６月〜令和5年３月末まで
◦�ご希望の歯科医院（指定医療機関）に予約が必要で
す。詳しくは受診券と同封の書類をご覧ください。
◦�健診期間中（６月〜令和５年３月末）に 75歳を
迎える人には、受診券は郵送しません。誕生月の
前月に開催する 75歳年齢到達者説明会のときに
配布します。

注意事項
◦�後期高齢者健診は、集団健診か個別健診のどち
らかを選んで受診してください。誤って両方
受診した場合、または、同じ健診を重複して受
診した場合は、いずれかの健診が全額自己負担
（８千円程度）になります。
◦�健診日時点で後期高齢者医療保険の資格が無い
人は受けられません。健診を受けた後に資格が
無いことが判明した場合は、健診費用（８千円
程度）を返還していただきます。

問国保年金課  後期医療年金係　☎(43)1576

　年に１度は健診を受けて、体の状態を確認しましょう。

　後期高齢者医療保険制度加入者を対象に、後期高齢者
健診と歯科口腔健診を行います。対象者には５月下旬に
受診券を郵送しますので、検査項目や受診できる医療機
関など詳しいことは同封の書類をご覧ください。

　健診結果から、日常生活指導が必要と判断された人は、
山鹿市（または、山鹿市から委託された事業所）の保健師・
栄養士などが、ご自宅を訪問することがあります。

集団検診 個別健診

自己負担額 800円

実施期間 ６月〜８月中旬 ６月〜
令和５年３月末

予 約 先

健康増進課
☎ (43)0050

※�がん検診を申し
込んでいる人は、
予約不要です

ご希望の医療機関
（指定医療機関）

詳しくは受診券と同封の書類
をご覧ください。

　歯科口腔健診は、歯や歯ぐきの状態だけ
を診るのではなく、口の衛生状態や、かんだ
り、飲み込んだり、話したりするための口腔
機能もチェックします。口腔機能が衰えると、
全身の健康・栄養状態に影響を及ぼすことが
分かっています。
　健診を受けることで病気や問題を早期発見
でき、早期治療につなげることができます。
体の健康を守るため、定期的に健診を受けま
しょう。
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このページは、健康に関する情報を集めています。問い合わせは、問山鹿健康福祉センター内　健康増進課　☎ (43)0050

〜みんなの健康手帳〜〜みんなの健康手帳〜
このページは、健康に関する情報を集めています。問い合わせは、問山鹿健康福祉センター内　健康増進課　☎ (43)0050

〜みんなの健康手帳〜〜みんなの健康手帳〜

11　2022. ５　広報やまが

母子健康手帳交付
毎週金曜日の午前９時半〜 11時に実施しています。
来所の際は、できるだけ同伴はご遠慮ください。

各種母子保健事業のご案内
　新型コロナウイルス感染拡大防止のため、各種乳幼
児健診および、すくすく学級の会場や時間が変更とな
る場合があります。その場合は、電話または通知など
で対象者へお知らせします。

　お子さんに関する心配なことは、地区担当保健師が
対応しますので、健康増進課までご連絡ください。

◦献血日　５月27日㈮
◦場　所　JA鹿本本所 献血推進キャラクター

けんけつちゃん

◦受付時間　午前９時半〜11時半
献血にご協力ください！

＊都合で変更になる場合があります。〈鹿本医師会〉
＊営業時間が異なる薬局がありますので、詳しくはお尋ねください。〈城北中央薬局 ☎（43）4394〉

５月の休日在宅当番医および当番薬局
日(曜) 診療時間：午前９時〜午後５時 営業時間：午前９時〜午後５時
１日㈰ 平井藤岡医院 / 松永整形外科リウマチ科 江上薬局グリーン・ファーマシイ
３日㈷ 山鹿温泉リハビリテーション病院 / はとの眼科クリニック まつ薬局 / 山鹿新町薬局 / みうた薬局
４日㈷ 横手医院 / 藤原クリニック まつ薬局
５日㈷ 吉里医院 / 大橋通クリニック まつ薬局 / 江上薬局大橋通 / 鹿校通薬局
８日㈰ 山鹿中央病院 城北中央薬局

15 日㈰ 星田内科医院 / きくか松岡クリニック 山鹿いちご薬局
22 日㈰ 中川医院 / まえはら泌尿器科クリニック きらきら薬局
29 日㈰ かもと整形外科医院 ハニー薬局

高齢者用肺炎球菌ワクチンの定期接種のお知らせ
　高齢者用肺炎球菌の定期予防接種の対象となるのは
一生に一度だけです。本年度の対象者には４月上旬に
通知を送付しています。通知が届いていない人は、健
康増進課へご連絡ください。

�※ �60 歳〜 65歳未満で、心臓・腎臓・呼吸器・免疫不全の
機能障害（内部障害で身体障害者手帳１級程度）がある
人も対象となる場合があります。

◦ 令和４年度の対象者
　① �65歳になる人
　②�右表の 70 歳、75 歳、80 歳、85 歳、90 歳、95 歳、
100歳の人で、平成29年度の対象年齢時に未接種の人

年齢 対象生年月日
65 歳 　昭和 32 年４月２日〜昭和 33 年４月１日生

70 歳 　昭和 27 年４月２日〜昭和 28 年４月１日生

75 歳 　昭和 22 年４月２日〜昭和 23 年４月１日生

80 歳 　昭和 17 年４月２日〜昭和 18 年４月１日生

85 歳 　昭和 12 年４月２日〜昭和 13 年４月１日生

90 歳 　昭和   7 年４月２日〜昭和   8 年４月１日生

95 歳 　昭和   2 年４月２日〜昭和   3 年４月１日生

100 歳 　大正 11 年４月２日〜大正 12 年４月１日生

お子さんの予防接種に関すること
　お子さんの予防接種は、接種の対象年齢と決められた
接種間隔があります。母子健康手帳を確認し、決められ
た接種間隔を守り、お子さんの体調が良い時に接種しま
しょう。
　予防接種の種類や方法など、予防接種に関することは、
山鹿市ホームページをご覧いただくか、健康増進課にお
問い合わせください。

山鹿市ホームページはこちら▶
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効
率
的
か
つ
安
定
的
な
農
業
経
営
の
育

成
を
図
る
た
め
、
地
域
に
お
い
て
育
成
す

べ
き
農
業
経
営
の
規
模
、
生
産
方
式
、
経

営
管
理
の
方
法
な
ど
の
指
標
、
お
よ
び
農

業
経
営
に
対
す
る
農
用
地
の
利
用
集
積
の

目
標
と
な
る
基
本
構
想
を
更
新
し
ま
し
た

の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

な
お
、
認
定
農
業
者
な
ど
の
認
定
を
お

考
え
の
人
は
、
こ
の
基
本
構
想
が
指
標
と

 

農
業
経
営
基
盤
強
化
の
促
進
に
関

 

す
る
基
本
構
想
を
更
新
し
ま
し
た

 

お
知
ら
せ

今
月
の
納
税
・
保
険
料

・
固
定
資
産
税
（
第
１
期
）

・
軽
自
動
車
税
（
全
期
）

◦ 

納
期
限　
５
月
31
日
㈫

夜
間
・
休
日
収
納
窓
口

◦  

夜
間　
５
月
30
日
㈪
・
31
日
㈫

　
　
　
　

午
後
５
時
半
〜
午
後
７
時

◦ 

休
日　
５
月
29
日
㈰　

　
　
　
　

午
前
８
時
半
〜
正
午

◦
場
所　
税
務
課
⑥
番
窓
口

※ 

納
税
は
、
便
利
な
「
口
座
振
替
」
を
お

勧
め
し
ま
す
。

　

 　

ま
た
、
市
税
・
国
保
税
に
限
り
コ
ン

ビ
ニ
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
ア
プ
リ
の
決

済
で
納
付
が
で
き
ま
す
。
詳
し
く
は
納

付
書
の
裏
面
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

◦ 

対
象
ア
プ
リ　

　

 

Ｐ
ａ
ｙ
Ｐ
ａ
ｙ
・
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ 

Ｐ
ａ
ｙ
・

Ｐ
ａ
ｙ
Ｂ
・
支
払
秘
書

※ 

お
問
い
合
わ
せ
は
、
平
日
午
後
５
時
15

分
ま
で
に
お
願
い
し
ま
す
。

問
税
務
課
収
納
係　
　

☎（
43
）１
１
４
４

 

固
定
資
産
税
の
減
免

　
次
に
該
当
す
る
人
は
、
申
請
に
よ
り
減

免
さ
れ
ま
す
。
税
務
課
ま
た
は
各
市
民
セ

ン
タ
ー
で
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

（
昨
年
、
減
免
を
受
け
た
人
に
は
事
前
に
継

続
申
請
書
を
送
付
し
ま
す
）

◦ 

公
益
の
た
め
に
専
用
さ
れ
て
い
る
固
定

資
産
を
有
す
る
人
ま
た
は
団
体
（
有
料

使
用
を
除
く
）

◦ 

生
活
の
扶
助
受
給
者
（
要
証
明
書
）

　

詳
し
く
は
、
お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

◦ 

必
要
書
類
　
納
税
通
知
書

◦ 

申
請
期
限
　
５
月
31
日
㈫

問
税
務
課
固
定
資
産
税
係☎（

43
）１
１
２
１

【
品
目
追
加
】
暗
所
視
支
援
眼
鏡

◦ 

対
象
者　
原
則
、
学
齢
児
以
上
で
、
視

覚
障
害
（
夜や

盲も
う

ま
た
は
視
野
狭き

ょ
う

窄さ
く

の

症
状
の
あ
る
人
）

　

 

医
師
の
意
見
書
に
よ
り
当
該
用
具
が
必

要
と
認
め
ら
れ
る
人
。

◦ 

基
準
額　
４
３
４
５
０
０
円

 

障
害
者
等
日
常
生
活
用
具
給
付
事
業

 

の
給
付
品
目
が
追
加
さ
れ
ま
し
た

【
品
目
追
加
】
紫
外
線
カ
ッ
ト
ク
リ
ー
ム

◦ 

対
象
者　
紫
外
線
に
対
す
る
防
御
機
能

が
著
し
く
欠
け
、
が
ん
ま
た
は
神
経
障

害
を
起
こ
す
恐
れ
が
あ
る
人
。

※
指
定
難
病
受
給
者
証
を
お
持
ち
の
人
の
み

◦ 

基
準
額　
年
額 

４
１
５
８
０
円

【
対
象
者
の
追
加
】
頭
部
保
護
帽

◦ 

対
象
者　
歩
行
お
よ
び
立
位
が
不
安
定

で
頻
繁
に
転
倒
す
る
恐
れ
の
あ
る
人
ま

た
は
、
発
作
な
ど
に
よ
り
頻
繁
に
転
倒

す
る
恐
れ
の
あ
る
指
定
難
病
受
給
者
証

を
お
持
ち
の
人
。

◦ 

基
準
額　

　

１
５
２
０
０
円
・
３
６
７
５
０
円

　
（
主
材
料
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
）

※ 

用
具
の
給
付
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
条
件
が

あ
り
ま
す
。
給
付
を
検
討
し
て
い
る
人

は
、必
ず
購
入
前
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問
福
祉
援
護
課
障
が
い
福
祉
係

　
　
　

☎（
43
）０
０
５
２

 
軽
自
動
車
税（
種
別
割
）の
減
免

　

次
に
該
当
す
る
人
は
、
申
請
に
よ
り
減

免
さ
れ
ま
す
。
税
務
課
ま
た
は
各
市
民
セ

ン
タ
ー
で
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

　
（
昨
年
、
減
免
を
受
け
た
人
に
は
事
前

に
継
続
申
請
書
を
送
付
し
ま
す
）

・
療
育
手
帳
の
障
が
い
程
度
が
「
Ａ
」
の
人

・ 

精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
の
等
級
が

「
１
級
」
の
人

・ 

身
体
障
害
者
手
帳
の
等
級
が
主
に
「
３

級
」
以
上
の
人

・ 

戦
傷
病
者
手
帳
の
障
が
い
程
度
が
主
に

「
３
項
症
、
３
款
症
」
以
上
の
人

※ 

身
体
障
害
者
手
帳
、
戦
傷
病
者
手
帳
に

つ
い
て
は
、
障
が
い
の
種
類
に
よ
り
減

免
の
対
象
と
な
る
等
級
が
異
な
り
ま
す
。

◦ 

必
要
書
類

【
昨
年
度
の
申
請
内
容
に
変
更
が
な
い
人
】  

・
窓
口
で
申
請
す
る
場
合

　

 　

身
体
障
害
者
等
継
続
申
請
書
・
申
請

す
る
車
両
を
日
常
的
に
運
転
す
る
人
の
運

転
免
許
証
・
個
人
番
号
（
通
知
）カ
ー
ド

・
郵
送
で
申
請
す
る
場
合

　

 　

身
体
障
害
者
等
継
続
申
請
書
・
申
請

す
る
車
両
を
日
常
的
に
運
転
す
る
人
の

運
転
免
許
証
の
写
し・個
人
番
号（
通
知
）

カ
ー
ド
の
写
し
を
同
封
し
て
く
だ
さ
い
。

【
昨
年
度
の
申
請
内
容
に
変
更
が
あ
る
人  

  

や
初
め
て
申
請
す
る
人
】

・
窓
口
で
申
請
す
る
場
合

　

 　

各
種
障
害
者
手
帳
・
自
動
車
検
査
証
・

納
税
通
知
書
・
申
請
す
る
車
両
を
日
常

的
に
運
転
す
る
人
の
運
転
免
許
証
・
個

人
番
号
（
通
知
）カ
ー
ド

・
郵
送
で
申
請
す
る
場
合

　

 　

各
種
障
害
者
手
帳
の
写
し
・
自
動
車

検
査
証
の
写
し
・
納
税
通
知
書
・
申
請

す
る
車
両
を
日
常
的
に
運
転
す
る
人
の

運
転
免
許
証
の
写
し・個
人
番
号（
通
知
）

カ
ー
ド
の
写
し
を
同
封
し
て
く
だ
さ
い
。

◦ 

申
請
期
限
　
５
月
31
日
㈫

問
税
務
課
市
民
税
係　

☎（
43
）１
１
２
０
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戦
没
者
な
ど
の
遺
族
に
対
す
る

 

第
11
回
特
別
弔
慰
金

　

現
在
の
日
本
の
平
和
と
繁
栄
の
礎
と

な
っ
た
戦
没
者
な
ど
の
尊
い
犠
牲
に
思
い

を
い
た
し
、国
と
し
て
改
め
て
弔
慰
の
意

を
表
す
た
め
、戦
没
者
な
ど
の
ご
遺
族
に

特
別
弔
慰
金
を
支
給
し
ま
す
。

◦ 

請
求
期
限　
令
和
５
年
３
月
31
日
㈮

※ 

請
求
期
限
を
過
ぎ
る
と
請
求
で
き
ま
せ

ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

◦ 

支
給
対
象
者　

・ 

令
和
２
年
４
月
１
日
ま
で
に
戦
傷
病
者

戦
没
者
遺
族
等
援
護
法
に
よ
る
弔
慰
金

の
受
給
権
を
取
得
し
た
人

・
戦
没
者
な
ど
の
子

・ 

戦
没
者
な
ど
の
①
父
母
②
孫
③
祖
父
母

④
兄
弟
姉
妹

※ 

戦
没
者
な
ど
の
死
亡
当
時
、
生
計
関
係

が
あ
る
こ
と
な
ど
の
要
件
を
満
た
し
て

い
る
か
ど
う
か
に
よ
り
、
順
番
が
入
れ

替
わ
り
ま
す
。

・ 

右
記
①
か
ら
③
以
外
の
戦
没
者
な
ど
の

三
親
等
内
の
親
族
（
お
い
、
め
い
な
ど
）

※ 

戦
没
者
な
ど
の
死
亡
時
ま
で
引
き
続
き

１
年
以
上
の
生
計
関
係
が
あ
っ
た
人
に

限
り
ま
す
。

◦ 

支
給
内
容　
額
面
25
万
円　

５
年
償
還

の
記
名
国
債
（
年
額
５
万
円
）

な
り
ま
す
の
で
、
詳
し
く
は
、
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
農
業
振
興
課　
　
　

☎（
43
）１
５
５
６

◦ 

請
求
に
必
要
な
も
の
　

　

・
国
債
届
出
書
に
使
用
す
る
印
か
ん

　

・ 

請
求
者
の
戸
籍
謄
抄
本
（
交
付
日
が

令
和
２
年
４
月
１
日
以
降
の
も
の
）

　

・ 

本
人
確
認
書
類
（
免
許
証
、
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
カ
ー
ド
な
ど
）

※ 

過
去
の
特
別
弔
慰
金
の
請
求
状
況
な
ど

に
よ
り
必
要
な
書
類
が
異
な
り
ま
す
の

で
、詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◦ 

留
意
事
項　
特
別
弔
慰
金
は
、
ご
遺
族

を
代
表
す
る
お
一
人
が
受
け
取
る
も
の

で
す
。
ご
遺
族
間
の
調
整
は
、
記
名
国

債
を
受
け
取
っ
た
人
が
責
任
を
持
っ
て

行
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

◦ 
請
求
場
所
お
よ
び
時
間

問
福
祉
課
福
祉
総
務
係
☎（
43
）１
１
６
７

　
鹿
北
市
民
セ
ン
タ
ー
☎（
32
）３
１
１
１

　

菊
鹿
市
民
セ
ン
タ
ー
☎（
48
）３
１
１
１

　
鹿
本
市
民
セ
ン
タ
ー
☎（
46
）３
１
１
１

　
鹿
央
市
民
セ
ン
タ
ー
☎（
36
）３
１
１
１

　
午
前
９
時
〜
午
後
４
時

　（
土
日
祝
日
を
除
く
）

 

納
期
ま
で
に
自
動
車
税
を
納
め
ま 

 

し
ょ
う

　

４
月
１
日
現
在
で
自
動
車
を
所
有
し
て

い
る
人
へ
、
自
動
車
税
種
別
割
（「
自
動

車
税
」
は
、令
和
元
年
10
月
１
日
よ
り
「
自

動
車
税
種
別
割
」
に
名
称
が
変
わ
り
ま
し

た
。）
の
納
税
通
知
書
を
５
月
初
め
に
送

付
し
ま
す
。
納
期
限
の
５
月
31
日
㈫
ま
で

に
、
お
近
く
の
金
融
機
関
や
コ
ン
ビ
ニ
エ

ン
ス
ス
ト
ア
、
熊
本
県
の
各
広
域
本
部
、

各
地
域
振
興
局
（
鹿
本
に
つ
い
て
は
山
鹿

市
役
所
）、
自
動
車
税
事
務
所
で
納
付
を

お
願
い
し
ま
す
。
ま
た
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
決
済
ア
プ
リ
を
利
用
し
て
、
ク
レ
ジ
ッ

ト
カ
ー
ド
、
電
子
マ
ネ
ー
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
バ
ン
キ
ン
グ
に
よ
る
納
付
も
可
能

で
す
。

問
熊
本
県
県
北
広
域
本
部
収
税
課

☎
０
９
６
８（
25
）４
１
１
５

　

熊
本
県
自
動
車
税
事
務
所

☎
０
９
６（
３
６
８
）４
０
２
０

 

国
税
申
告
・
納
税
は
ｅ–

Ｔ
ａ
ｘ  

 

・
ダ
イ
レ
ク
ト
納
付
が
便
利
で
す
！

　
ｅ–

Ｔ
ａ
ｘ
は
、
税
務
署
に
出
向
く
こ

と
な
く
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
て

所
得
税
、
消
費
税
、
相
続
税
、
贈
与
税
な

ど
の
申
告
や
法
定
調
書
の
提
出
、
青
色
申

告
の
承
認
申
請
な
ど
の
各
種
手
続
き
が
で

き
ま
す
。
ま
た
、
国
税
の
納
付
は
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
バ
ン
キ
ン
グ
や
ペ
イ
ジ
ー

（
Ｐ
ａ
ｙ–
ｅ
ａ
ｓ
ｙ
）
対
応
の
Ａ
Ｔ
Ｍ

を
利
用
し
て
納
税
で
き
る
他
、
事
前
に
預

貯
金
口
座
な
ど
を
税
務
署

に
届
け
出
て
お
く
こ
と
で
、

ｅ–

Ｔ
ａ
ｘ
を
利
用
し
て

簡
単
な
操
作
で
納
付
で
き

る
ダ
イ
レ
ク
ト
納
付
も
便
利
で
す
。
詳
し

い
こ
と
は
ｅ–

Ｔ
ａ
ｘ
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
い
た
だ
く
か
、
税
務
署
へ
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

問 

山
鹿
税
務
署

自
動
音
声
案
内　
　

☎（
44
）２
１
８
１

 

令
和
４
年
度
熊
本
県
調
理
師
試
験

◦
試
験
期
日　
10
月
29
日
㈯

◦
試
験
会
場　
熊
本
大
学　

全
学
教
育
棟

◦ 

受
験
資
格　
中
学
校
卒
業
以
上
の
学
歴

を
持
ち
、
飲
食
店
や
給
食
施
設
な
ど
で

２
年
以
上
調
理
業
務
に
従
事
し
た
経
験

の
あ
る
人

◦ 

願
書
配
布　
５
月
９
日
㈪
か
ら
県
保
健

所
、
県
健
康
づ
く
り
推
進
課
な
ど
で
配
付

◦ 

願
書
の
受
付
期
間　
５
月
９
日
㈪
〜

　

６
月
３
日
㈮

◦ 

願
書
の
提
出
先　
（
公
社
）
調
理
技
術

技
能
セ
ン
タ
ー

　

 （
東
京
都
中
央
区
日
本
橋
堀
留
町
２
丁

目
８
―５
Ｊ
Ａ
Ｃ
Ｃ
ビ
ル
５
階
）

☎
０
３（
３
６
６
７
）１
８
１
５

問
熊
本
県
健
康
づ
く
り
推
進
課

☎
０
９
６（
３
３
３
）２
２
５
２



 

お
知
ら
せ
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ペ
ッ
ト
が
迷
子
に
な
っ
た
と
き
は

　
飼
っ
て
い
る
犬
や
猫
が
迷
子
に
な
っ
た

り
、
い
な
く
な
っ
た
り
し
た
と
き
は
、
保

護
さ
れ
て
い
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
①

お
住
ま
い
の
管
轄
の
保
健
所
②
行
方
不
明

に
な
っ
た
場
所
に
近
い
保
健
所
③
最
寄
り

の
警
察
署
に
届
け
出
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
保
護
さ
れ
た
と
き
の
連
絡
の
た

め
、
首
輪
に
迷
子
札
を
つ
け
た
り
、
マ
イ

ク
ロ
チ
ッ
プ
を
装
着
し
た

り
し
ま
し
ょ
う
。
な
お
、

マ
イ
ク
ロ
チ
ッ
プ
を
装
着

し
た
ら
、
飼
い
主
の
情
報

登
録
も
忘
れ
ず
に
行
っ
て

く
だ
さ
い
。

問
山
鹿
保
健
所　
　
　

☎（
44
）４
１
２
１

 

ミ
ツ
バ
チ
に
対
す
る
農
薬
危
害
防
止

　

ミ
ツ
バ
チ
は
、
果
樹
類
や
イ
チ
ゴ
、
メ

ロ
ン
、
ス
イ
カ
な
ど
の
園
芸
作
物
の
花
粉

交
配
に
不
可
欠
で
、
農
業
生
産
に
お
い
て

重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
か
ん
き
つ
類
の
開
花
が
始
ま

り
、
ミ
ツ
バ
チ
が
蜜
や
花
粉
を
求
め
て
訪

花
す
る
時
期
に
な
り
ま
す
。
農
薬
を
散
布

す
る
と
き
は
、
次
の
３
点
に
留
意
し
、
ミ

ツ
バ
チ
に
危
害
を
与
え
な
い
よ
う
十
分
注

意
し
ま
し
ょ
う
。
①
ミ
ツ
バ
チ
に
影
響
の

あ
る
農
薬
か
ど
う
か
ラ
ベ
ル
で
確
認
し
、

使
用
上
の
注
意
事
項
に
従
い
適
正
に
使
用

す
る
。
②
近
く
の
養
蜂
家
と
巣
箱
の
位
置

や
防
除
計
画
な
ど
の
情
報
を
事
前
に
交
換

す
る
。
③
防
除
す
る
と
き
は
、
農
地
周
辺

を
十
分
確
認
し
、
ミ
ツ
バ
チ
や
巣
箱
に
農

薬
が
か
か
ら
な
い
よ
う
に
注
意
す
る
。

問
熊
本
県
農
業
技
術
課

　
　
　

☎
０
９
６（
３
３
３
）２
３
８
１

　

熊
本
県
畜
産
課

☎
０
９
６（
３
３
３
）２
４
０
１

　

鹿
本
地
域
振
興
局
農
業
普
及
・
振
興
課

☎（
44
）２
１
１
８

カルチャースポーツセンター　イベント情報（５月）

◦体育館　
　１日㊐　９：00〜
　　オムロンカップ西日本少年少女ハンドボール大会
　３日㊗〜５日㊗　９：00〜
　　熊本カップ西日本地区少年男子ハンドボール大会

◦市民球場
　３日㊗〜５日㊗　８：00〜
　　第 22 回日本少年野球熊本大会
　７日㊏・14日㊏・15日㊐　9：00〜
　　九州山口地区中学生軟式野球大会
　18日㊌・19日㊍　９：00〜
　　近県交流古希軟式野球大会
　20日㊎〜 22日㊐　9：00〜
　　火の国サラマンダーズ公式戦
　28日㊏〜６月３日㊎　9：00〜
　　第 93 回都市対抗野球大会九州地区２次予選

◦多目的グラウンド
　１日㊐・３日㊗〜５日㊗　９：00〜
　　近県高校サッカーフェスティバル

３日㊗〜５日㊗　８：00〜
　　第 22 回日本少年野球熊本大会
14日㊏・15日㊐・21日㊏・22日㊐　9：00〜
　　九州山口地区中学生軟式野球大会
18日㊌・19日㊍　９：00〜
　　近県交流古希軟式野球大会
22日㊐　9：00〜
　　全国社会人サッカー選手権熊本県予選
28日㊏・29日㊐　９：00〜
　　2022 ホークスカップ県予選
29日㊐　９：00〜
　　熊本県高校総体サッカー競技

◦テニスコート
３日㊗〜５日㊗　9：00〜
　　高校ソフトテニス錬成大会

問 カルチャースポーツセンター　☎ (43)0090

※�新型コロナウイルス感染拡大の影響により変更　　　
または中止になる場合があります。

　

特
殊
肥
料
と
し
て
販
売
さ
れ
て
い
る
椿

油
粕
は
、
農
薬
と
し
て
登
録
さ
れ
て
い
な

い
た
め
、
害
虫
の
駆
除
目
的
で
使
用
す
る

と
、
農
薬
取
締
法
違
反
と
な
り
ま
す
。
ま

た
、
椿
油
粕
に
は
、
魚
介
類
に
影
響
の
あ

る
成
分
が
含
ま
れ
て
い
ま
す
の
で
、
肥
料

と
し
て
使
用
す
る
場
合
も
、
水
を
張
っ
た

水
田
や
、
用
排
水
路
や
池
な
ど
に
流
出
し

や
す
い
場
所
で
は
使
用
を
避
け
て
く
だ
さ

い
。
詳
し
い
こ
と
は
、
熊
本
県
農
業
技
術

課
ま
た
は
、
最
寄
り
の
各
広
域
本
部
農
業

 

特
殊
肥
料
「
椿
油
粕か

す

」
は
適
正
に

 

使
用
し
ま
し
ょ
う

普
及
・
振
興
課
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

問�

熊
本
県
農
業
技
術
課

☎
０
９
６（
３
３
３
）２
３
８
１

　

鹿
本
地
域
振
興
局
農
業
普
及
・
振
興
課

☎（
44
）２
１
１
８



 

お
知
ら
せ

案　内　版　Information

〈�

有
料
広
告�

〉

お墓の幸石 〒861ｰ0535　山鹿市南島 865ｰ1

44-5248墓石・記念碑・各種石材加工販売 TEL

（旧　ありはら石材）

こ う     せ き
0968-

墓   

石

お墓の幸石

ご 案 内 図

15　2022. ５　広報やまが

一人で抱え込んでいませんか？
福祉総合・生活自立・山鹿市権利擁護　相談窓口のご案内 問福祉課　☎（43）１１６７

　相談は無料です。秘密は守られます。
　●開設時間　午前８時半〜午後５時（平日のみ）　　　　●相談方法　来庁または電話、必要に応じて訪問

福祉総合相談窓口　　　　�開設場所：福祉課２番窓口

　さまざまな福祉分野における自身や家族の悩み、不
安について、あらゆる関係機関との連携により、課題
の解決を目指し、お手伝いする窓口です。

生活自立相談窓口　　　　�開設場所：福祉課９番窓口

　生活に困っていて、最低限度の生活を維持すること
ができなくなる恐れのある人は誰でも相談できます。
経済的な問題で生活に困っている人、長く失業してい
る人、引きこもりやニートで悩んでいる人、働いた経
験がなく不安な人など、生活の問題を抱えている人は
ご相談ください。
　また、自分から助けを求めることができない場合も
ありますので、周りに困ってい
る人がいたらご相談ください。

支援内容の例
◦自立相談支援
　　専門知識を持った相談員が、相談者と一緒にそれ
　ぞれの状況に応じた自立支援計画を立て、就職や家
　計改善などを支援します。
◦住居確保給付金
　　離職して住居を失った人に、一定期間家賃相当額
　を支給します。生活の土台を整えてから、就職に向
　けた支援を行います
◦家計相談支援
　　家計に関する相談、家計管理に関する指導、状況
　に応じた支援計画の作成、必要に応じた貸し付けの
　紹介などを行います。

子育て・介護など、生活の
悩みをどこに相談しよう ･･･

各専門機関と連携し、
悩みが少しでも軽くな
るようお手伝いします

▶

山鹿市権利擁護相談窓口　　

開設場所：�やまが成年後見センター
��������������（山鹿健康福祉センター）内
住　　所　山鹿市中578番地
　　　　　☎ (36)9211　FAX�(36)9310

　認知症や障がいにより判断能力が不十分な人の権利
を守る相談窓口として、やまが成年後見センター内に
山鹿市権利擁護相談窓口を開設しています。権利擁護
を必要とする人、成年後見制度
について知りたい人などの相談
を受け付けています。お気軽に
ご連絡ください。



 

お
知
ら
せ

〈�

有
料
広
告�

〉
屋内清掃・剪定・草取りなど、センターが承ります！

★ シルバー派遣事業についてもご相談ください ★
　　　　　　 ※詳しくはホームページを　https://www.sjc.ne.jp/yamaga/

センターにて新入会員説明会を開催します。
毎月、第２・４水曜日

【お問い合わせ先】
　  （公社）山鹿市シルバー人材センター
　〒861ｰ0501　山鹿市山鹿 402-8
　☎0968ｰ44ｰ1850

シルバー会員募集中！

困ったときには、シルバー人材センターにお任せください

待ってます！
入会

せん てい
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募　
集

　
手
話
奉
仕
員
と
は
、手
話
を
身
に
付
け
、

手
話
を
生
か
し
て
耳
に
障
が
い
が
あ
る
人

と
の
意
思
疎
通
を
支
援
す
る
人
で
す
。

◦ 

受
講
資
格
　
高
等
学
校
卒
業
以
上
の
学

力
が
あ
り
、
手
話
奉
仕
活
動
や
手
話
通

訳
士
を
積
極
的
に
目
指
す
人

◦ 

受
講
料
　
無
料
。
た
だ
し
、
テ
キ
ス
ト

代
約
８
０
０
０
円
は
必
要
。

◦ 

会
場
　
鹿
本
市
民
セ
ン
タ
ー
２
階

◦ 

申
し
込
み
方
法
　

　�

　
福
祉
援
護
課
障
が
い
福
祉
係
に
電
話

で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

 

手
話
奉
仕
員
養
成
講
座

 

受
講
生
募
集

 

行
政
相
談
所
を
開
設
し
ま
す

　
行
政
相
談
と
は
、
総
務
大
臣
か
ら
委
嘱

を
受
け
た
行
政
相
談
委
員
が
、
住
民
か
ら

行
政
サ
ー
ビ
ス
に
関
す
る
相
談
を
受
け

て
、
関
係
機
関
に
連
絡
す
る
な
ど
解
決
の

促
進
を
図
る
制
度
で
す
。
国
・
県
・
市
へ

の
ご
意
見
や
ご
要
望
な
ど
が
あ
り
ま
し
た

ら
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
相
談
は

無
料
で
、
秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
。

◦ 

日
時　
５
月
27
日
㈮

　
　
　
　

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

◦ 

場
所　
山
鹿
市
役
所
３
０
１
会
議
室

◦ 

相
談
員　
行
政
評
価
事
務
所
職
員

　
　
　
　
　

行
政
相
談
委
員

相　
談

【
行
政
相
談
委
員
】（
敬
称
略
）

　

 

山
鹿
地
区
（
島
田
裕ひ

ろ

子こ

）

　

鹿
北
地
区
（
北
原
真ま

る

み
留
美
）

　

菊
鹿
地
区
（
德
丸
章あ

き
ら）

　

鹿
本
地
区
（
後
藤
忠た

だ

久ひ
さ

）

　

鹿
央
地
区
（
木
下
幸ゆ

き

美み

）

問
熊
本
行
政
評
価
事
務
所

☎
０
９
６（
３
２
４
）１
６
６
２

☎（
43
）０
０
５
２

◦ 

申
込
期
限　
５
月
23
日
㈪

◦ 

支
払
い
方
法　
テ
キ
ス
ト
代
は
、
１
回

目
の
受
講
時
に
会
場
で
お
支
払
い
く
だ

さ
い
。

【
入
門
課
程
】

◦ 

日
程
　
６
月
７
日
㈫
〜
９
月
ま
で
の
毎

週
火
曜
日

◦ 

時
間
　
午
後
７
時
〜
９
時

※ 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響

に
よ
り
、
週
１
回
の
講
座
を
週
２
回
に

増
や
す
場
合
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
感

染
状
況
に
よ
っ
て
は
開
講
日
を
さ
ら
に

延
期
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
あ
ら

か
じ
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

【
基
礎
課
程
】

◦ 

日
程
　
９
月
〜
令
和
５
年
３
月
ま
で
の

毎
週
火
曜
日

◦ 

時
間
　
午
後
７
時
〜
９
時

※ 

基
礎
課
程
の
受
講
は
、
入
門
課
程
を
履

修
し
た
人
に
限
り
ま
す
。

問
福
祉
援
護
課
障
が
い
福
祉
係

　
　
　

☎（
43
）０
０
５
２

 
民
地
か
ら
道
路
に
張
り
出
し
て
い 

 
る
木
の
伐
採
の
お
願
い

　

道
路
や
歩
道
へ
の
枝
の
張
り
出
し
や
倒

木
に
よ
り
歩
行
者
や
自
動
車
な
ど
に
損
害

が
発
生
し
た
場
合
、
樹
木
所
有
者
の
管
理

責
任
を
問
わ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

道
路
沿
い
で
、
樹
木
を
所
有
し
て
い
る

人
は
、
枝
な
ど
が
道
路
へ
張
り
出
し
て
い

な
い
か
、
倒
木
の
恐
れ
が
な
い
か
点
検
を

行
い
、
危
険
な
場
合
は
伐
採
す
る
な
ど
の

対
応
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
熊
本
県
道
路
保
全
課

　
　
　

☎
０
９
６（
３
３
３
）２
４
９
５

�
令
和
５
年
歌
会
始
の
お
題
お
よ
び

 
詠
進
歌
の
詠
進
要
領

　

宮
内
庁
か
ら
「
令
和
５
年
歌
会
始
の
お

題
お
よ
び
詠
進
歌
の
詠
進
要
領
」
の
発
表

が
あ
り
ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

 　

令
和
５
年
歌
会
始
の
お
題
は
「
友
（
と

も
）」
と
定
め
ら
れ
ま
し
た
。
歌
に
詠
む
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♥ホームページ♥ ⇒ https://www.ishinofurukawa.co.jp
山鹿市方保田3514-1

建設業の許可  石工事  熊本県知事般ー2  第12675号 

お墓のメンテナンス  ご相談ください ！
・お墓を建てたい。
・お墓をお掃除したい。
・お墓をリフォームしたい。
・墓誌に記名していないので刻みたい。
・香炉や花立てだけを新しくしたい。

ご相談
ください！！

コロナ禍
が収まり
ますよう
に･･･！

あまびえの♥ゆとりんです♥

墓誌のご記名
など

お済みですか？

17　2022. ５　広報やまが

 

点
訳
朗
読
（
音
訳
）
奉
仕
員
養
成

 

講
座
受
講
生
募
集

　
視
覚
障
が
い
者
に
対
す
る
、
書
籍
な
ど

の
点
訳
、
音
訳
に
よ
る
サ
ー
ビ
ス
を
提
供

す
る
た
め
に
必
要
な
知
識
、
技
術
を
修
得

す
る
講
座
で
す
。
視
覚
障
害
者
概
論
、
点

訳
・
音
訳
の
基
礎
か
ら
応
用
ま
で
。
ま
た
、

パ
ソ
コ
ン
を
使
っ
た
電
子
デ
ー
タ
作
成
な

ど
を
行
い
ま
す
。

◦ 

対
象
者
　
視
覚
障
が
い
者
福
祉
に
理
解

と
熱
意
が
あ
る
人

◦ 

開
校
式
・
説
明
会　
６
月
６
日
㈪　

　

午
後
１
時
半

◦
点
訳
・
音
訳
講
習
会
（
全
24
回
）

　

６
月
９
日
㈭
〜
12
月
15
日
㈭

　

毎
週
木
曜　

午
後
１
時
〜
４
時

◦ 

場
所　
熊
本
県
身
体
障
が
い
者
福
祉
セ

ン
タ
ー
２
階
会
議
室
１
〜
３

　
（
熊
本
市
東
区
長
嶺
南
２
丁
目
３
―２
）

◦ 

定
員　
点
訳
15
人
、
音
訳
15
人

◦ 

受
講
料　
無
料
。
た
だ
し
、
講
習
会
テ

キ
ス
ト
な
ど
の
実
費
は
必
要
で
す
。

◦ 

申
込
期
限　
５
月
28
日
㈯

◦ 

申
し
込
み
方
法　
熊
本
県
点
字
図
書
館

　

熊
本
県
が
管
理
す
る
河
川
に
お
い
て
、

美
化
活
動
を
行
う
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
な

ど
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
希
望
に
応
じ
、

軍
手
や
ご
み
袋
な
ど
の
支
給
、
傷
害
保
険

の
加
入
、
ご
み
の
運
搬
・
処
分
な
ど
の
支

援
が
受
け
ら
れ
ま
す
。
詳
し
く
は
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
な
ど
で
二
次
元
コ
ー
ド
を
読
み

取
る
か
「
く
ま
も
と　

マ
イ
・
リ
バ
ー
・

 「
ふ
る
さ
と
の
川
を
き
れ
い
に
し
た 

 

い
！
」
を
応
援
し
ま
す

　

求
職
者
が
職
業
訓
練
を
通
し
た
ス
キ
ル

ア
ッ
プ
に
よ
る
早
期
就
職
を
実
現
す
る
た

め
に
、
国
が
支
援
す
る
制
度
で
す
。
受
講

料
は
無
料
で
す
が
、
教
科
書
代
な
ど
が
必

要
で
す
。
一
定
の
条
件
を
満
た
す
と
、
雇

用
保
険
な
ど
を
受
給
し
な
が
ら
訓
練
を
受

け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

◦ 

訓
練
場
所　
ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
熊
本

　
（
合
志
市
須
屋
）

◦ 

訓
練
科
目　
溶
接
加
工
科
、
電
気
設
備

サ
ー
ビ
ス
科
、
生
産
ラ
イ
ン
メ
ン
テ
ナ

ン
ス
科
、
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
科
、
ビ
ル

設
備
サ
ー
ビ
ス
科

◦ 
募
集
期
間　
５
月
２
日
㈪
〜
26
日
㈭

◦ 

訓
練
期
間　
７
月
１
日
㈮
〜
12
月
23
日
㈮

問
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
菊
池　

訓
練
担
当

☎
０
９
６
８（
24
）８
６
２
５

 

職
業
訓
練
生
募
集

へ
電
話
ま
た
は
メ
ー
ル
で
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。（
水
曜
休
館
）

　

☎
０
９
６（
３
８
３
）６
３
３
３

　

kum
ashifuku@

snow.ocn.ne.jp

問
熊
本
県
障
が
い
者
支
援
課

☎
０
９
６（
３
３
３
）２
２
３
５

サ
ポ
ー
ト
事
業
」
で
検
索
し

て
く
だ
さ
い
。
き
れ
い
な
川

を
保
つ
た
め
に
、
皆
さ
ん
の

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
鹿
本
地
域
振
興
局
維
持
管
理
調
整
課

☎（
44
）５
１
５
２

場
合
は
「
友
」
の
文
字
が
詠
み
込
ま
れ
て

い
れ
ば
よ
く
「
友
人
」「
学
友
」「
友
好
」

の
よ
う
な
熟
語
に
し
て
も
差
し
支
え
あ
り

ま
せ
ん
。

 

◦ 

詠
進
の
期
限　
９
月
30
日
㈮

※
郵
送
の
場
合
は
当
日
消
印
有
効
。

◦ 

郵
便
の
宛
先

　
「
〒
１
０
０
―８
１
１
１
宮
内
庁
」と
し
、

封
筒
に
「
詠
進
歌
」
と
書
き
添
え
て
く
だ

さ
い
。
詠
進
歌
は
、
小
さ
く
折
っ
て
封
入

し
て
差
し
支
え
あ
り
ま
せ
ん
。
ご
不
明
な

こ
と
は
、
宮
内
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

に
な
る
か
、
宮
内
庁
式
部
職
あ
て
に
郵
便

番
号
、
住
所
、
氏
名
を
書
い
て
、
返
信
用

切
手
を
貼
っ
た
封
筒
を
添

え
て
９
月
20
日
㈫
ま
で
に

郵
便
で
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

�

問
秘
書
広
報
課　
　
　

☎（
43
）１
１
１
０
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催　
し

　

視
覚
に
障
が
い
の
あ
る
人
、
ま
た
は
、

視
力
が
低
下
し
て
、
文
字
を
読
む
こ
と
に

差
し
支
え
て
い
る
人
に
対
し
て
「
広
報
や

ま
が
」
や
「
社
協
だ
よ
り
キ
ャ
ッ
チ
ボ
ー

ル
」
を
Ｃ
Ｄ
に
録
音
し
、
音
声
訳
Ｃ
Ｄ
と

�

山
鹿
市
の
情
報
を
音
声
（
Ｃ
Ｄ
）
に 

 

し
て
お
届
け
し
て
い
ま
す

「
い
の
り　
〜
勾ま

が
た
ま玉

か
ら
見
た
原
始
・
古
代 

 

肥
後
の
ま
つ
り
〜
」

◦ 

期
間　
５
月
８
日
㈰
ま
で

◦ 

内
容　
県
内
か
ら
出
土
し
た
縄
文
時
代

か
ら
古
墳
時
代
に
か
け
て
の
「
勾
玉
」

の
展
示
を
通
し
て
、
原
始
か
ら
古
代
に

か
け
て
の
人
々
が
込
め
た
「
い
の
り
」

に
つ
い
て
解
説
し
て
い
ま
す
。

　

 　

勾
玉
の
加
工
が
分
か
る
未
成
品
勾
玉

や
、
勾
玉
の
ル
ー
ツ
の
一
つ
と
考
え
ら

れ
て
い
る
イ
ノ
シ
シ
の
牙
を
加
工
し
た

装
身
具
も
公
開
し
て
い
ま
す
。 　

　

 　

こ
の
機
会
に
本
物
の
「
勾
玉
」
を
間

近
で
見
て
み
ま
せ
ん
か
。

◦ 

観
覧
料　

大
人
４
３
０
円
、
大
学
生

２
６
０
円
、
高
校
生
以
下
無
料

◦ 

開
館
時
間  

午
前
９
時
半
〜
午
後
５
時

15
分
（
入
館
は
午
後
４
時
45
分
ま
で
）

 

県
立
装
飾
古
墳
館
企
画
展
Ⅵ

し
て
ご
自
宅
へ
郵
送
で
お
届
け
し
て
い
ま

す
。

◦ 

対
象　
山
鹿
市
内
在
住
で
、
視
覚
に
障

が
い
が
あ
る
人
ま
た
は
、
視
力
が
低
下

し
て
、
文
字
を
読
む
こ
と
に
差
し
支
え

て
い
る
人
。

※
障
害
者
手
帳
の
有
無
は
問
い
ま
せ
ん
。

◦ 

利
用
料　
無
料

◦ 

受
け
取
り
と
返
却
の
方
法　

　

 　

音
声
訳
Ｃ
Ｄ
は
、
左
記
の
専
用
バ
ッ

グ
で
郵
送
し
ま
す
。
ま
た
、
聴
い
た
後

は
、
バ
ッ
グ
だ
け
を
郵
送
で
返
却
し
て

く
だ
さ
い
。
な
お
、
郵
送
料
は
無
料
で

す
。
ま
た
、
聴
い
た
後
の
Ｃ
Ｄ
が
不
要

な
場
合
は
、
Ｃ
Ｄ
を
バ
ッ
グ
に
入
れ
て

返
送
し
て
く
だ
さ
い
。

◦ 

申
し
込
み　
山
鹿
市
社
会
福
祉
協
議
会

山
鹿
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
へ
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。　
　

☎（
43
）１
１
３
４

◦ 

お
知
ら
せ　
本
Ｃ
Ｄ
は
、
福
祉
用
具
の

「
プ
レ
ス
ト
ー
ク
」
や
パ
ソ
コ
ン
の
他

に
も
Ｍ
Ｐ
３
対
応
の
Ｃ
Ｄ
ラ
ジ
カ
セ
で

も
聴
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

CD を郵送するための専用のバッグ

　

ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
荒
尾
で
は
、
職
業

訓
練
受
講
生
を
募
集
し
ま
す
。
訓
練
は
、

も
の
づ
く
り
を
中
心
と
し
た
就
職
に
結
び

つ
き
や
す
い
内
容
で
す
。
受
講
料
は
無
料

で
す
が
、
教
科
書
代
な
ど
の
実
費
が
必
要

で
す
。
訓
練
に
興
味
の
あ
る
人
は
お
気
軽

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◦ 

訓
練
場
所　
ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
荒
尾

◦ 

訓
練
科
目
募
集
科
・
募
集
人
員

　

 

①
溶
接
エ
ン
ジ
ニ
ア
科
・
15
人

　

 

②
機
械
Ｃ
Ａ
Ｄ
加
工
科
・
16
人

　

③
建
設
機
械
科
・
10
人

　

④
ビ
ル
管
理
技
術
科
・
16
人

　

⑤
Ｃ
Ａ
Ｄ
も
の
づ
く
り
サ
ポ
ー
ト
科

　
　
（
女
性
の
み
）・
18
人

◦ 

募
集
期
間　
５
月
２
日
㈪
〜
19
日
㈭

◦ 

筆
記
試
験
・
面
接
日　
５
月
27
日
㈮

◦ 

入
所
日　
７
月
１
日
㈮

◦ 

訓
練
期
間　
６
カ
月

問
ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
荒
尾

☎
０
９
６
８（
62
）８
６
１
０

 
公
共
職
業
訓
練
７
月
期
生
募
集

◦ 

音
声
訳
Ｃ
Ｄ
の
作
成
に
つ
い
て

　

 

こ
の
音
声
訳
Ｃ
Ｄ
は
、
音
声
訳
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
「
ト
ル
バ
ド
ー
ル
」
「
キ
ャ
ッ

チ
ボ
ー
ル
」
の
皆
さ
ん
に
よ
り
作
成
さ
れ

て
い
ま
す
。

問�

山
鹿
市
社
会
福
祉
協
議
会
・
山
鹿
市
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー☎（

43
）１
１
３
４
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お気軽にお問い合わせください。見積無料 !! 少量OK

㈲クリーン健康社 ☎０９６８(４３)６３４８
山鹿市鍋田 1507-2（ｽﾘｰ･ｱｰﾙ･ｾﾝﾀｰ内）一般廃棄物収集運搬業山鹿市指令第1565号

産業廃棄物収集運搬業第04300073046号
一般廃棄物処分業山鹿市指令第1566号
産業廃棄物処分業第04320073046号

Patioさん（鹿本町御宇田345－1国道 325号線
沿い）に設置しています。どなたでもご自由に
お入れください。

古紙回収ボックス設置 !!
○自分だけでは粗大ごみを出せない…
○家、部屋を整理したいが、不用品が多すぎて
　どうしたらいいか…などなど

ごみ処理何でもお任せ !!

在庫状況はお問い合わせください。
堆肥無料で差し上げます !!

19　2022. ５　広報やまが

 

県
立
装
飾
古
墳
館
・
菊
池
川
流
域  

 

古
代
文
化
研
究
会
の
催
し

　　

文
化
財
専
門
員
に
よ
る
最
新
の
文
化
財

に
関
す
る
研
究
調
査
の
成
果
な
ど
を
紹
介

す
る
全
13
回
の
歴
史
講
座
で
す
。

第
２
回
講
座

◦
日
時　
５
月
22
日
㈰

　
　
　
　

午
後
１
時
半
〜
３
時

◦ 

演
題
　「
装
飾
古
墳
の
ル
ー
ツ
を
探
る
Ⅱ

　

装
飾
古
墳
が
語
る
も
の
―
赤
・
黒
・

白
―
」

◦ 

講
師　
熊
本
県
立
装
飾
古
墳
館

　
　
　
　

廣
田
静し

ず
た
か学
副
館
長

◦ 

場
所
　
県
立
装
飾
古
墳
館

◦ 

定
員
　
先
着
80
人
。
入
場
は
無
料
で
す

が
、事
前
に
お
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。

問�

県
立
装
飾
古
墳
館　

☎（
36
）２
１
５
１

　

 （
月
曜
休
館
・
月
曜
が
祝
日
の
場
合
、

翌
日
休
館
）

５
月
の
さ
く
ら
湯
休
館
日

５
月
18
日
㈬

（
第
３
水
曜
日
）

問�
県
立
装
飾
古
墳
館　

☎（
36
）２
１
５
１

　
 （

月
曜
休
館
・
ま
た
月
曜
が
祝
日
の
場

合
、
翌
日
休
館
）

　

36
年
ぶ
り
の
熊
本
開
催
と
な
る
日
本

最
大
級
の
花
と
み
ど
り
の
祭
典
、
全
国
都

市
緑
化
フ
ェ
ア
が
熊
本
市
内
３
エ
リ
ア

（
街
な
か
・
水
辺
・
ま
ち
山
）
を
メ
イ
ン

会
場
と
し
て
開
催
中
で
す
。

　

花
畑
広
場
で
は
、
ニ
コ
ラ
イ
・
バ
ー
グ

マ
ン
氏
監
修
の
大
花
壇
が
楽
し
め
る
と
と

も
に
、
大
型
連
休
中
は
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン

ト
も
開
催
し
ま
す
。
ま
た
、
熊
本
市
動
植

物
園
に
は
県
産
の
花
約
９
万
株
で
彩
る
大

花
壇
を
、
立
田
山
に
は
大
型
木
製
遊
具
や

ツ
リ
ー
ハ
ウ
ス
を
設
置
し
て
、
各
会
場
で

多
彩
な
体
験
や
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
お
楽

し
み
い
た
だ
け
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
県
内
の
全
市
町
村
も
、
パ
ー

ト
ナ
ー
会
場
と
な
っ
て
花
と
み
ど
り
に
彩

ら
れ
て
お
り
、
各
会
場
を
巡
る
ス
タ
ン
プ

ラ
リ
ー
も
開
催
し
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ

ご
来
場
く
だ
さ
い
。

◦
期
間　
５
月
22
日
㈰
ま
で

◦
メ
イ
ン
会
場

　
街
な
か
エ
リ
ア

　
　

熊
本
城
公
園
お
よ
び

　
　

花
畑
広
場
一
帯

　
水
辺
エ
リ
ア

　
　

 

水
前
寺
江
津
湖
公
園
一
帯

　
　

動
植
物
園
含
む

　
ま
ち
山
（
立
田
山
）
エ
リ
ア

　
　

立
田
山

　

山
鹿
市
内
の
パ
ー
ト
ナ
ー
会
場

　
　
鹿
央
古
代
の
森
公
園

 

く
ま
も
と
花
と
み
ど
り
の
博
覧
会

 

開
催
中

　

 

く
ま
も
と
花
博
期
間
中
、
４
月
中
旬
か

ら
５
月
に
か
け
て
長
藤
を
は
じ
め
九
州

で
は
珍
し
い
八
重
黒
龍
藤
な
ど
の
花
が

見
頃
を
迎
え
ま
す
の
で
、
鹿
央
古
代
の

森
公
園
に
も
ぜ
ひ
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

※ 

詳
し
い
内
容
は
、
く
ま
も
と

花
博
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

問 

第
38
回
全
国
都
市
緑
化
く
ま
も
と
フ
ェ

ア
実
行
委
員
会
事
務
局
コ
ー
ル
セ
ン

タ
ー   

☎
０
９
６（
２
８
８
）１
０
０
１ ニコライ・バーグマン氏監修の大花壇（花畑広場）



相談 無料は
秘密は固く守ります。お気軽にご相談ください。
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税務相談 心配ごと相談 仕事の相談はお気軽に

年金出張相談

障がい児・者相談
専門の相談員が支援します。

【市役所福祉援護課 障がい福祉係】
◦日時　月〜金曜日（祝日除く）
　　　　午前８時半〜午後５時

【山鹿健康福祉センター】
◦日時　５月 11 日㈬、18 日㈬、
　　　　 25 日㈬
　　　　午前９時〜 11 時

【鹿北市民センター】
◦日時　５月 24 日㈫
　　　　午後１時半〜３時半

【菊鹿市民センター】
◦日時　５月 10 日㈫
　　　　午後１時半〜３時半

【鹿本市民センター】
◦日時　５月 31 日㈫
　　　　午後１時半〜３時半

【鹿央市民センター】
◦日時　５月 17 日㈫
　　　　午後１時半〜３時半

問福祉援護課　☎ (43)0052

認知症に関する相談
◦日時　５月 11 日㈬・25 日㈬
　　　　午前 10 時〜正午
◦場所　山鹿健康福祉センター
問長寿支援課地域包括支援係
　☎ (43)1077

相談の時間は下記のとおりです。
◦一般相談
　午前９時〜正午
※ 予約制ではありませんので、お待

ちいただく場合があります。
◦司法書士相談（事前予約が必要）
　午前 10 時〜正午
◦法律相談（事前予約が必要）
  ・午前 10 時〜正午

※ 司法書士相談、法律相談のご利用
は、１人に付き年３回までです。

【山鹿健康福祉センター内社協本所・
山鹿支所】　☎ (43)1134
①一般相談　５月 13 日㈮
②�司法書士相談（成年後見人・多重
　　　　　　　　債務・登記関係）
　　　　　　５月 20 日㈮　※要予約
③法律相談　５月 27 日㈮　※要予約

【鹿北老人福祉センター】☎ (32)2696
○一般相談　５月 12 日㈭

【菊鹿ひまわり館】　☎ (48)5060
○一般相談　５月 11 日㈬

【鹿本市民センター】　☎ (46)2206
①一般相談　５月 10 日㈫
②法律相談　５月 24 日㈫　※要予約

【鹿央地域福祉センター】
　☎ (36)3811
①一般相談　５月９日㈪
②�司法書士相談（登記関係）
　　　　　　５月 16 日㈪　※要予約

◦日時　５月 10 日㈫ 
　　　　午後１時〜４時
◦場所　市役所商工観光課
※予約をした人が優先となります。
問商工観光課　☎ (43)1579

社会保険労務士労働相談

◦日時　月〜金曜日（祝日除く）
　　　　午前９時〜午後４時
◦場所　市役所２階消費生活相談室
問山鹿市消費生活センター　☎(43)0188

消費生活相談

【フルタイム】　（月額）
①栄養士　151,200 円〜
②介護職　145,000 円
③看護補助者　147,000 円〜
④調理スタッフ　172,000 円〜
⑤フィッシングロッド製造
                       　144,698 円〜
⑥電線部品加工　168,000 円〜
⑦セキュリティスタッフ　15 万円
⑧管工事　152,000 円〜

【パートタイム】　（時間額）
①看護師・准看護師　940 円〜
②保育士　950 円
③介護事務　850 円〜
④販売員　845 円〜
⑤調理補助スタッフ　900 円
⑥精肉パック詰め作業　900 円
⑦病院内清掃　830 円〜
⑧ゴミ取集車運転作業員　900 円〜
※ 詳細はご来室、ご相談ください。
　すでに採用済みの場合もあります。
　午前９時半〜午後５時（土日祝休）
問ハローワーク菊池
　山鹿市地域職業相談室
　（鹿本総合庁舎１階）　☎ (43)1724

　相談月の前月から電話で予約を受
け付けています。６月の予約を５月
２日㈪から受け付けます。なお、お
急ぎの人は年金事務所（予約専用ダ
イヤル（0570）054890）をご利用く
ださい。

【６月相談日】　※要予約
１日㈬、８日㈬、15 日㈬、22 日㈬、
 29 日㈬
・時間　午前 10 時〜午後３時
・場所　市役所会議室

問国保年金課　☎ (43)1576

至 福岡

至 熊本 

至 玉名 至 菊池 

至 南関

●警察署 

●山鹿バス
　センター 

　老人福祉
●センター 

●市役所 
●八千代座 

山鹿中央
病院
● 

●温泉プラザ 

国
道
３
号 

県道200号 

国道325号 

鹿本総合庁舎 
　●

国道443号 

問社会福祉協議会本所☎ (43)1134

・日時　５月 12 日㈭
   　　　午後１時半〜４時半
・場所　鹿北市民センター相談室

問鹿北市民センター　☎ (32)3111

定 例 相 談
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３ 問市民課　☎(43)1169

うぶごえ

およろこび

※３月中の届け出のうち、本庁・市民センターで受け付けた掲載希望者分を掲載しています。

お く や み
菊　鹿
　内　田

▲

平田　悦子さん (99)　家入　昭弘さん (87)
　　　　　飯川　喜一さん (74)　今坂シヅオさん (96)
　六　郷

▲

丸山マサ子さん (90)　古閑　悦子さん (84)
鹿　本
　来　民

▲

東　　義正さん (108)　浦田　絹子さん (97)
　　　　　竹ノ内政葊さん (83)　冨田ツイ子さん (90)
　稲　田

▲

佐藤　弘務さん (91)　米井クミ子さん (87)
　　　　　宮崎佐栄子さん (87)　塩田　シズさん (103)
　中　富

▲

田中　勇喜さん (84)　前田　　法さん (86)
　　　　　富野　勝美さん (98)
鹿　央
　千　田

▲

小田　葊之さん (86)　
　米野岳

▲

𠮷里　靖造さん (84)　島田ミチコさん (104)
　　　　　多田隈亮一さん (88)

菊　鹿
　内　田

▲

古家　裕真さん♥原口　華鈴さん
　六　郷

▲

上野　茂紀さん♥高木　理沙さん
　城　北

▲

石原　裕樹さん♥山口実可子さん
鹿　本
　来　民

▲

元田　順也さん♥中山　美穂さん
　中　富

▲
守川　和樹さん♥迫　　愛里さん

　　　　　富田　嘉展さん♥飯田　　響さん
　　　　　園田　将大さん♥宮嵜　理子さん
鹿　央
　千　田

▲

前田　達希さん♥後藤　　葵さん
　山　内

▲

有働　公崇さん♥堀之内里美さん

菊　鹿
　内　田

▲

栗原　旭
あ さ ひ

冴さん
鹿　本
　来　民

▲

池田結
ゆ

朱
ず

羽
は

さん　中島　櫻
さく

登
と

さん
　中　富

▲

島田　竜
りゅう

煌
おう

さん　島田　絃
げん

煌
おう

さん

山　鹿
　山　鹿

▲

佐々木奏
かな

斗
と

さん　古江　はるさん
　　　　　渡辺　奈

な

央
お

さん　原田　大
た つ る

絃さん
　　　　　靏　　天

てんよう

陽さん　
　米　田

▲

坂梨　夢
め

依
い

さん
　川　辺

▲

大島　光
み な と

湊さん
　八　幡

▲

西田　弥
み

桜
お

さん
　平小城

▲

星子　和
かず

真
ま

さん
　大　道

▲
三宅　　蘭

らん

さん　池㞍　咲
え

茉
ま

さん

山　鹿
　山　鹿

▲

金光　翔太さん♥稗田真美子さん
　八　幡

▲

浦田　元太さん♥池田　樹理さん
　　　　　山崎　　浩さん♥小浦　万祐さん　

三　岳

▲

戸澤友有也さん♥大坪　千帆さん
　大　道

▲

清田　拓実さん♥野中　咲希さん
　　　　　米村　裕也さん♥岡﨑　莉奈さん

山　鹿
　山　鹿

▲

保坂ミヨノさん(94)　臼間美津子さん(84)
　　　　　上妻千佐子さん(92)　鶴　壽惠女さん(93)
　　　　　坂井　則子さん(70)　井上　桂子さん(81)
　　　　　船津　　晃さん(60)　　田　泰三さん(91)
　　　　　村木　榮子さん(89)　松村　信子さん(97)
　米　田

▲

平沢　友一さん (76)　
　川　辺

▲

松本　辨子さん(96)　坂本志津男さん(85)
　八　幡

▲

宮田　重信さん(85)　吉丸　信義さん(78)
　　　　　松下　竹子さん (86)　
　平小城

▲

山下　昭信さん(86)　松永　憲幸さん(45)
鹿　北　　　　
　岳　間

▲

山本　政喜さん (80)
　岩　野

▲

古澤　孝春さん(87)　樺　　　大さん(94)
　　　　　内野　礼子さん (93)
　広　見

▲

阿部スナ子さん(98)　野中　チガさん(91)
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山鹿市内の子育て支援センター・子育て世代包括支援センター・保育園・
幼稚園・小中学校・高校の子どもたちの話題を紹介するページです

　米野岳中学校の正門横に、明治 36 年に創設され、大
正３年に廃校になった米野岳高等小学校の教育精神を今
に伝える石碑があります。そこに刻まれた碑文をよく見ると

「我　当に　我が為すべきことを行う　我　総てに克つ」
という本校の校訓を読み取ることができます。
　校訓には「米野岳中学校に学ぶ生徒は、常に正しいこ
と（真理）を求め、正しいことを行う。そして、総ての誘惑、
愚かな心に打ち勝ち、乗り越える（克己心）」という思い
が込められ、生徒たちは機会あるごとに唱和しています。
　米野岳中学校生徒会は、先達の強い意志と熱い思い
を受け継いだ校訓を常に胸に抱き、令和４年度スローガン

に「ぼうけん 〜自信を
持って自分から〜」を掲
げ「思いやり」「自覚」「協
力」「積極性」の４本柱
を設定し、さまざまな活
動に取り組んでいます。
　特に、重点事項として
「いじめ根絶宣言文」

を生活の基盤に置き、
人権を守り、相手を尊
重する活動や、元気よ
く一日をスタートできる
よう「あいさつ運動の
活性化」に努め、校
内や地域でも気持ちの
よい、さわやかな思い
やりのあるあいさつをすること、ボランティアを通して地域に
貢献することを目指しています。
　米野岳中学校生徒会は、先達の思いに応えるよう、身

の回りにある「チャンス」
を見逃さず、積極的に

「チャレンジ」すること
で、生徒一人一人から
絆を広げ、より活性化し
た学校へと「チェンジ」
していくように取り組ん
でいきます。

米野岳中学校　☎ (36)3151

米野岳中学校データ　島田一
かず

哉
や

校長　生徒数 140 人

あいさつ運動の活性化

先達の思い（校訓）を受け継ぐ米野岳中学校生徒会

植栽活動

地域のゴミ拾いボランティア
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　子育ては、毎日気を抜くことができない
大変なこと。あなたは今、楽しく子育てを
していますか？
　子育て支援センターは、子どもと一緒に
遊んだり、子育て仲間と出会っておしゃべ
りしたり…。親子が笑顔で楽しい時間を過
ごし、ホッとひと息、元気になれる場所。
これから母親になるあなたも、子育て中の
あなたも遊びに来てみませんか！

病後児保育室「さくらんぼ」　☎(41)3008
病後児保育室「あすなろ」　　☎(43)1281
ファミリー・サポート・センター��☎(44)8800
子ども総合相談窓口　　　　��☎(41)5878
子育て世代包括支援センター「あかり」
　　　　　　　　　　　　　��☎(43)2525

山鹿子育て支援センター�☎(43)1270
鹿北子育て支援センター�☎(32)3194
菊鹿子育て支援センター�☎(48)4660
鹿本子育て支援センター�☎(46)6029
鹿央子育て支援センター�☎(36)2150

おさか童夢（水・土曜のみ開所）☎(43)1155
第一児童館　　　　　　　　☎(43)1128
中央児童センター　　　　　☎(44)0057
児童センター　　　　　　　☎(46)4441
鹿本児童館　　　　　　　　☎(46)4455

ホッとひと息、元気になれる場所

問い合わせ先

親子で笑顔になろう♪　心や体の成長を促す触れ合い遊び
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バ
ン
ビ
通
信

図書館スタッフ おすすめの１冊
蔵書場所の省略表記
ひだまり図書館　　【ひだまり】　こもれび図書館　　【こもれび】
鹿北図書室　　　　【鹿北】　菊鹿図書室　　　　【菊鹿】
鹿央図書室　　　　【鹿央】

避
難
情
報
を
正
し
く
理
解
し
ま
し
ょ
う

　

毎
年
、
各
地
で
大
雨
に
よ
り
洪

水
や
土
砂
災
害
が
多
く
発
生
し
て

い
ま
す
。
テ
レ
ビ
、
ラ
ジ
オ
、
携

帯
電
話
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
手
段

で
情
報
を
得
る
こ
と
が
で
き
ま
す

が
、
そ
れ
ら
を
正
し
く
理
解
で
き

て
い
ま
す
か
？

　

警
戒
レ
ベ
ル
は
、
災
害
発
生
の

恐
れ
が
高
く
な
る
ほ
ど
数
字
が
大

き
く
な
り
ま
す
。
避
難
の
タ
イ
ミ

ン
グ
を
逃
す
と
、
安
全
に
避
難
す

る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
警
戒
レ

ベ
ル
１
「
早
期
注
意
情
報
」
が
出

た
場
合
は
、
最
新
の
防
災
気
象
情

報
を
確
認
す
る
な
ど
、
災
害
へ
の

心
構
え
を
高
め
て
く
だ
さ
い
。

※ 

い
ざ
と
い
う
と
き
に
備
え
、
防

災
マ
ッ
プ
な
ど
で
避
難
場
所
や

避
難
経
路
の
確
認
を
し
て
、
非

常
持
ち
出
し
品
を
用
意
し
て
お

き
ま
し
ょ
う
。

問
消
防
本
部
予
防
課　
☎（
43
）９
１
１
９

お
し
ら
せ

ひだまり図書館

「名作えほんとおもしろ絵本」

　長い間子どもたちに愛されている名作絵
本と、クスっと笑える面白い絵本を展示し
ます。

こもれび図書館

「地元再訪　山鹿パンフ特集」

　地域密着型の情報や、穴場のスポットが
掲載されている山鹿の観光パンフレットと
資料を特集します。意外と知らない新し
い？　古い？　山鹿を再発見できるかも。

五木寛
ひろゆき

之がこれまでに出会った人々の回
想録。一瞬の出会いだからこそ忘れられ
ない思い出になります。

【ひだまり】【こもれび】

『一期一会の人びと』
五木寛之 / 著　中央公論新社 / 出版

《エッセイ》

「地球温暖化」や「気候変動」がどんな問
題かを知り、それを止めるための具体的
アクションを紹介。君も一緒に立ち向か
おう！

【ひだまり】【こもれび】【菊鹿】

『こども気候変動アクション 30　未来のた
めにできること』

高橋真樹 / 著　かもがわ出版 / 出版

《環境問題》

 ５月１日㈰から熊本市の図書館・図書室などが
 利用できます
　山鹿市居住の人は、熊本市の図書館を利用できるようになりま
す。貸し出しには熊本市の図書館カードが必要です。詳しくは、
熊本市立図書館（☎ 096(363)4522）へお尋ねください。

図書館の情報は
こちらから

問い合わせ先
 　★ひだまり図書館　　☎ (46)1310　★こもれび図書館　　☎ (43)1082　★鹿北市民センター　☎ (32)3111
 　★菊鹿市民センター　☎ (48)3111　★鹿央市民センター　☎ (36)3111　★社会教育課　　　　☎ (43)1651

警戒レベル 避難情報など

５ 緊急安全確保

警戒レベル４までに必ず避難！

４ 避難指示

３ 高齢者等避難

２ 大雨・洪水・高潮
注意報（気象庁）

１ 早期注意情報
（気象庁）

内閣府「避難情報に関するガイドライン」
より一部抜粋。詳しくは内閣府ホームペー
ジをご確認ください。

休 

館 

日

 ひだまり図書館
５月９日㈪・16日㈪・23日㈪・30日㈪
５月２日㈪は開館
 こもれび図書館
５月11日㈬・18日㈬・25日㈬
５月４日㈬は開館

● 警戒レベル一覧表 ●
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ふるさと山鹿の食や農業を学んでください
…JAバンクから補助教材の贈呈　　　　　　　３月 16 日

　これは子どもたちの食
や環境、農業への理解
向上を目的に、市内の小
学５年生へ毎年贈呈され
ているものです。ことしは
補助教材「農業とわたし
たちのくらし」540冊、教
師用指導書48冊、ＤＶＤ
10枚が贈られました。左から大仁田勲

いさお
代表理事組合長、堀田

浩
こういちろう

一郎教育長

３/15　コロナ禍でできる新たな交流の形…八千代座でｅスポーツ交流戦

交流戦の様子

　山鹿商工会議所青年部（本田幸
こ う

太
た

郎
ろ う

会長）と茨城県大洗町の商工
会青年部（伊藤豊

ゆたか

部長）が、eスポーツ（対戦型コンピューターゲ
ーム）を通した対戦交流を行いました。これは新型コロナウイルス
感染症の影響で従来の物産販売などを通した交流ができないため、
遠隔で交流可能なeスポーツを活用したものです。会場ではパズル
ゲームのプレー画面をスクリーンに映し出し、両チーム５人ずつの
団体戦で競いました。本田会長は「今後も新たな交流を展開し、双
方の地域活性化につなげていきたい」と語りました。

３/18　雨の日はゆっくり運転を心掛けましょう…新１年生へゆるや傘の贈呈

　自動車学校を経営するKDSグループ（永田佳
よ し

子
こ

社長）から市内小
学校の新入生（412人）にオリジナル傘「ゆるや傘」が贈られまし
た。「ゆるや傘」の名称には「いつもより『ゆるやかに』走ろう」
という願いが込められています。今回で９年目となる贈呈式で、永
田社長は「雨の日の交通事故発生件数は晴天時の５倍というデータ
があります。子どもたちを地域全体で守るために、この傘を見掛け
たら、運転する人は思いやりを持ってゆっくりと運転してほしい」
と語りました。

ゆるや傘を持つ（左から）永田社長と早田順
じゅん

一
いち

市長

３/22　山鹿の昔話「かっぱの願い」紙芝居が完成…山鹿市立図書館と城北高校が共同制作

　子どもたちに郷土への興味を持ってもらうために、山鹿市立図書
館と城北高等学校が鹿本町小柳に伝わる昔話「かっぱの願い」の紙
芝居を共同で制作しました。紙芝居は３種類あり、図書館が作った
脚本に合わせて普通科普通コースの１年生22人が約６カ月の期間を
かけて絵を描き上げました。この日、早田順

じゅん

一
い ち

市長に作品を贈呈し
た西口京

きょう

華
か

さんは「キャラクターのデザインから考えるのは大変で
したが、楽しく作れました」と笑顔で振り返りました。制作した紙
芝居は図書館で貸し出しを行っています。（学年は制作当時）

贈呈に訪れた（左から）福本舞
ま お

桜さん、西口さん、
髙森陽

ひな
向
た

さん、池田穂
ほの

花
か

さん（いずれも１年）

早田市長（左）と古江会長（右）

第 2 次山鹿市男女共同参画計画に関する意見書の提出
…山鹿市男女共同参画審議会　　　　　　　　　３月 24 日

　男女共同参画を推進
するため、古江英

ひ で

実
み

男女
共同参画審議会会長が
①各種審議会などへの女
性登用率向上②男性の
育児休業の取得の促進
について一層の努力を求
める意見書を早田順

じゅん

一
い ち

市長へ提出しました。
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３/25　未来へつなぐふるさとの誇り…農林水産大臣が番
ばんしょ

所の棚田を「つなぐ棚田遺産」に認定

一法師さん（左）と早田市長（右）

３/28　熊本市と連携し魅力ある圏域を目指します…熊本連携中枢都市圏の形成に係る連携協約締結

大西市長（左）と早田市長（右）
両端は山鹿灯籠踊り保存会の皆さん

３/28　海
え

老
び

蔵
ぞ う

さん親子が１年ぶりに八千代座で共演　…市川海老蔵八千代座特別公演

　３月29日から31日まで、八千代座で市川海老蔵特別公演が開催さ
れました。今回の公演は、海老蔵さんの長女で、昨年襲

しゅう

名
め い

した市川
ぼたんさんと、長男の堀越勸

か ん げ ん

玄さんも出演し、親子３人そろっての
八千代座公演は昨年３月に続き２年連続。公演前日のこの日、３人が
報道陣の取材に応じ、山鹿や八千代座の感想を記者が質問すると、
勸玄さんは「八千代座には、お母さんの名前が書いてあるちょうち
んがあったり、去年は山鹿で僕の誕生日のバーベキューをしてもら
ったりと、思い出がいっぱいあります」と話しました。

　熊本連携中枢都市圏とは、人口減少・少子高齢社会にあっても住
民が安心して暮らしていけるよう、中枢都市である熊本市とその近
隣市町村が連携してさまざまな取り組みを実施するものです。
　この日、熊本市役所で早田順

じゅん

一
い ち

山鹿市長と大西一
か ず ふ み

史熊本市長が熊
本連携中枢都市圏の形成に係る連携協約を締結しました。　
　今後は、すでに熊本連携中枢都市圏に加入している18市町村と連
携を図りながら、さらなる経済成長や行政サービスの充実などに取
り組んでいきます。

　これは、棚田地域の活性化や棚田の重要性を多くの人に知ってもら
うことを目的に、農林水産大臣が、棚田を保全する取り組みが優れた
団体を「つなぐ棚田遺産〜ふるさとの誇りを未来へ〜」に認定するも
ので、全国271団体、この内県内では番所地区など17団体を認定。こ
の日、オンラインで行われた認定式に臨んだ奥矢谷渓谷公園管理運
営組合の一法師將

ま さ

實
み

組合長へ、早田順
じゅん

一
い ち

市長が農林水産大臣の認定証
を代読して交付すると、一法師組合長は「住民の多くが高齢になり、
棚田の保全を若い世代に引き継ぐことが課題です」と話しました。

左から堀越勸玄さん、市川海老蔵さん、
市川ぼたんさん

　４月１日付けで委嘱を受けられた委員
をご紹介します。人権擁護委員は、法務
大臣からの委嘱を受け、市民の皆さんの
人権を守る身近なパートナーとして、人
権擁護活動を行っています。「人権相談」

「人権侵害に関する調査・救済」「人権啓
発」などで、皆さんの相談に応じていま
す。

人権擁護委員のご紹介

問熊本地方法務局山鹿支局
　山鹿人権擁護委員協議会　☎（44）2411

永田髙
たか

子
こ

委員
（鹿北：再任）

荒木信
しんいち

一委員
（鹿本：再任）

栗原修
しゅう

一
いち

委員
（菊鹿：再任）

富田隆
たかおみ

臣委員
（鹿央：新任）
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げ
て
供
養
を
行
い
ま
す
。供
養
を
済
ま
せ

た
こ
い
の
ぼ
り
は
、寄
付
す
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。

◦
日
時　
５
月
29
日
㈰　

午
後
２
時

◦ 

事
前
持
ち
込
み

　

５
月
９
日
㈪
〜
28
日
㈯　

午
前
10
時

　

〜
午
後
５
時

◦
当
日
持
ち
込
み

　

正
午
ま
で

◦ 

会
場　

天
の
川

セ
レ
モ
ニ
ー

◦ 

供
養
料

　
１
張
り
千
円

※ 

ガ
ラ
ス
ケ
ー
ス
や
付
属
品
な
ど
は
お

引
き
取
り
で
き
ま
せ
ん
。

◦ 

問
い
合
わ
せ
先
（
堀
）☎（

43
）２
２
１
１

�

第
６
回
く
ま
も
と
県
北
病
院

�

市
民
公
開
講
座
（
無
料
）

く
ま
も
と
県
北
病
院

◦
日
時　
５
月
14
日
㈯

　

午
前
11
時
〜
正
午（
午
前
10
時
半
開
場
）

◦
場
所　
く
ま
も
と
県
北
病
院
２
階

　
　
　
　

た
ま
き
な
ホ
ー
ル

◦ 

講
師　
く
ま
も
と
県
北
病
院

　

松
川
将ま

さ
か
ず三
循
環
器
科
内
科
部
長

◦ 

演
題　
「
そ
れ
は
突
然
何
の
前
触
れ
も
な

く
や
っ
て
く
る
〜
心
筋
梗
塞
の
お
話
〜
」

�

こ
れ
だ
け
は
知
っ
て
お
き
た
い

�

実
家
の
相
続
セ
ミ
ナ
ー

コ
ー
エ
イ
株
式
会
社

　

実
家
の
相
続
を
考
え
る
上
で
絶
対
に
押

さ
え
て
お
き
た
い
ポ
イ
ン
ト
を
凝
縮
し
て

お
伝
え
す
る
、
初
め
て
相
続
を
予
定
す
る

人
に
お
勧
め
の
セ
ミ
ナ
ー
で
す
。

◦
日
時　
５
月
22
日
㈰   

午
前
10
時
〜
正
午

◦
場
所　
コ
ー
エ
イ
不
動
産

　
　
　
　
（
菊
池
市
野
間
口
３
３
８
番
１
）

 

◦
問
い
合
わ
せ
先
（
平
川
）

☎
０
９
６
８（
23
）７
１
０
０

�

山
鹿
大
好
き
！
さ
く
ら
湯
朝
市

も
て
な
し
マ
ル
シ
ェ

◦
日
時　
５
月
15
日
㈰   

午
前
７
時
〜
10
時

◦
場
所　
さ
く
ら
湯
多
目
的
広
場

◦
内
容　
健
康
野
菜
や
手
作
り
品
販
売
、

　

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
な
ど
。

 

◦
問
い
合
わ
せ
先
（
古こ

ふ布
屋
藍あ

い

椿つ
ば
き）

☎
０
９
０（
３
１
９
６
）４
７
８
３

�

坂
東
玉
三
郎
衣
装
展

坂
東
玉
三
郎
八
千
代
座
公
演
実
行
委
員
会

　

八
千
代
座
公
演
30
周
年
を
記
念
し
て
、

坂
東
玉
三
郎
の
舞
台
衣
装
を
展
示
し
ま

す
。
豪
華
舞
台
衣
装
を
間
近
に
見
ら
れ
る

こ
の
機
会
に
、
ぜ
ひ
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

◦
期
間　
５
月
12
日
㈭
〜
19
日
㈭

◦
時
間　
午
前
10
時
〜
午
後
５
時

◦
入
場
料　
千
円　

◦
場
所　
八
千
代
座
交
流
施
設

◦
問
い
合
わ
せ
先
（
公
演
事
務
局
）

☎（
43
）２
０
０
０

�

劇
団
と
ん
ぼ
座
八
千
代
座
公
演

劇
団
と
ん
ぼ
座

　

劇
団
と
ん
ぼ
座
は
、
宮
崎
県
を
拠
点
に

活
動
す
る
時
代
劇
を
中
心
と
し
た
大
衆
演

劇
で
、
笑
い
あ
り
、
涙
あ
り
、
興
奮
あ
り

の
芝
居
と
、
絢け

ん
ら
ん爛
豪
華
な
舞
踊
シ
ョ
ー
を

繰
り
広
げ
ま
す
。ぜ
ひ
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

◦
日
時　
５
月
28
日
㈯

　

午
前
11
時
開
場　

午
後
０
時
半
開
演

◦
入
場
料　
３
千
円
（
全
席
自
由
）

※
当
日
午
前
10
時
か
ら
整
理
券
を
配
布

◦
内
容

　

一
部　

歌
屋 

山
本
け
い
・
山
西
佳け

い

太た

　

二
部　

劇
団
と
ん
ぼ
座
お
芝
居

　

三
部　

柴
田
絵え

り

こ
梨
子
歌
謡
シ
ョ
ー

　

四
部　

劇
団
と
ん
ぼ
座
華
の
舞
踊
絵
巻

◦ 

チ
ケ
ッ
ト
販
売
所　
桟
敷
茶
屋
（
八
千

代
座
前
）　　
　
　

 

☎（
44
）８
２
２
１

 
◦
問
い
合
わ
せ
先
（
山
﨑
）

☎
０
８
０（
３
９
８
５
）５
４
７
１

弓
道
教
室
受
講
生
募
集山鹿

市
弓
道
協
会

　

 　
社
会
人
を
対
象
に
開
催
し
ま
す
。
経

験
は
不
問
で
す
。
ま
た
、
弓
具
は
弓
道

協
会
が
用
意
し
ま
す
。

◦ 

日
時　
６
月
３
日
㈮
〜
８
月
30
日
㈫
の

　

毎
週
火
、
金
曜
日

　

昼
の
部
：
午
前
10
時
〜
11
時
半

　

夜
の
部
：
午
後
７
時
半
〜
９
時

◦ 

場
所　
山
鹿
市
民
弓
道
場
（
山
鹿
市
民

ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
内
）

◦ 

受
講
料　
無
料

◦
問
い
合
わ
せ
先
（
大
石
）

☎
０
９
０（
５
３
８
６
）８
３
０
９

　
（
槻
木
）☎

０
９
０（
４
９
８
３
）５
３
４
０

�

ち
ょ
う
ち
ん
・
こ
い
の
ぼ
り
供
養�

天
の
川
セ
レ
モ
ニ
ー
（
旧
天
龍
会
館
）

　

皆
さ
ん
が
こ
れ
ま
で
大
切
に
さ
れ
て
き

た
ち
ょ
う
ち
ん
や
こ
い
の
ぼ
り
、矢
旗
、名

前
旗
を
、当
会
館
ホ
ー
ル
に
て
読
経
を
あ

◦
Ｚ
Ｏ
Ｏ
Ｍ
に
よ
る
配
信　
Ｗ
Ｅ
Ｂ
：
Ｉ
Ｄ

　
【
８
７
３　

９
２
５
０　

７
４
０
３
】

　

パ
ス
コ
ー
ド　
【
７
３
５
０
０
０
】

※ 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
の
状

況
に
よ
り
、
Ｚ
Ｏ
Ｏ
Ｍ
の
み
の
開
催
に

な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

◦ 

問
い
合
わ
せ
先
（
く
ま
も
と
県
北
病
院

総
務
課
）
☎
０
９
６
８（
79
）７
３
２
３

３月に開催した人形供養

今
シ
ー
ズ
ン
初
の
ホ
ー
ム
公
式
戦

火
の
国
サ
ラ
マ
ン
ダ
ー
ズ

◦ 

日
時　
５
月
20
日
㈮
・
21
日
㈯
・
22
日
㈰

い
ず
れ
も
午
後
１
時
試
合
開
始

◦ 

対
戦
相
手　
福
岡
北
九
州
フェニッ
ク
ス

◦ 
入
場
料　

大
人
千
円
・
高
校
生
以
下

５
０
０
円
・
未
就
学
児
無
料

◦ 
当
日
券　
午
前
11
時
か
ら
球
場
で
販
売

◦ 

場
所　
山
鹿
市
民
球
場

◦
問
い
合
わ
せ
先

☎
０
９
６（
２
８
４
）１
８
５
５
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みんなの広場

27　2022. ５　広報やまが

�

男
性
料
理
教
室
受
講
生
募
集

鹿
本
地
区
公
民
館

　

生
活
習
慣
病
予
防
や
健
康
意
識
の
向

上
、仲
間
づ
く
り
を
目
的
に
開
催
し
ま
す
。

鹿
本
市
民
セ
ン
タ
ー
備
え
付
け
の
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

◦ 

対
象　
市
内
在
住
か
勤
務
し
てい
る
男
性

◦ 

開
催
日　
６
月
11
日
㈯
、
８
月
６
日
㈯
、

　

 

10
月
８
日
㈯
、
12
月
10
日
㈯
、
令
和
５

　
年
２
月
11
日
㈯

◦
時
間　
午
前
10
時
〜
午
後
０
時
半

◦ 

場
所　

鹿
本
市

民
セ
ン
タ
ー

◦ 

講
師　

食
生
活

改
善
推
進
員
協

議
会
鹿
本
支
部

◦  

受
講
料　

３
千

円
（
５
回
分
の

材
料
代
含
む
）

◦
定
員　
20
人

◦
申
込
期
限　
５
月
20
日
㈮
午
後
５
時

◦ 

問
い
合
わ
せ
先
（
田
中
）

　
　
　

 　

☎（
46
）５
０
７
５

今月の 街角Gallery
ギャラリー５月

◉時間：午前11時半〜午後６時
　（毎週日曜定休。どちらも最終日は午後３時まで）

▶前期　ウクライナ支援　絵画で平和を願う
　こどもと大人の絵画作品展
　期間：５月２日㈫〜14日㈯　※３日㊗４日㊗は休み
▶後期　鹿本文化協会絵画作品展
　油彩、水彩、切り絵など会員の作品約20点を展示。
　期間：５月16日㈪〜 31日㈫　

パスタ＆ギャラリーポポロ（鹿校通）問 ☎ (44)4835

｢万葉の風｣鹿央物産館（常設展示場）問 ☎ (36)3838
▶花と緑の押し花二人展 〜花を見つめ花と語らい〜
　　春の花々を中心とした華やかな押し花の世界が
　広がる、坂本富

とみ

さん（山鹿市）、矢野とき子さん（南
　関町）の作品を展示。
　
　期間：５月１日㈰〜31日㈫

◉時間：午前10時〜午後３時
　※月曜日休館（ただし大型連休中は無休）

　※ 営業時間や催しなど変更・中止になる場合があり
ます。なお、各催しのチケット、主催者などのお
問い合わせは八千代座まで。　　　問☎ (44)4004

【見学ができない日】上記の日および６日㈮午後、11
日㈬、12 日㈭、20 日㈮は見学できません。

開催日 行　事　名 時間 料金

７日㈯ 第 71 回熊本県地域婦人会大会 日中 –
８日㈰ 藤原さくら弾き語りツアー 午後 有料
13 日㈮

～
19 日㈭

坂東玉三郎
八千代座公演 30 周年記念

特別舞踊公演
午後 有料

21 日㈯ 096k 熊本歌劇団公演
舞台　前田慶次　かぶき旅
〜肥後の虎・加藤清正〜編

午後 有料

22 日㈰ 午前
午後 有料

28 日㈯ 劇団とんぼ座　芝居と舞踊ショー 午後 有料

　 八千代座見学＆山鹿灯籠踊り「八千代座物語」
日　時　23 日㈪、29 日㈰、30 日㈪（午前 11 時から）
見学料　大人 530 円、小中学生 270 円　（団体割引あり）
　※ 八千代座物語の鑑賞には、別途大人 500 円、小中

学生 250 円が必要です。詳しい情報は山鹿温泉観
光協会ホームページをご覧ください。

�
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
大
会
開
催
の
報
告

山
鹿
地
区
公
民
館

　

３
月
27
日
、山
鹿
地
区
公
民
館
主
催
の

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
大
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

市
役
所
を
ス
タ
ー
ト
、ゴ
ー
ル
と
し
て
、

大
宮
神
社
や
下
町
惣そ

う
も
ん門
な
ど
を
通
過
す

る
３
㌖
、６
㌖
の
２
コ
ー
ス
に
計
80
人
が

参
加
。心
地
よ
い
風
が
吹
く
絶
好
の
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
日
和
に

恵
ま
れ
、満
開

の
桜
を
愛
で
な

が
ら
、参
加
者

は
そ
れ
ぞ
れ
の

ペ
ー
ス
で
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
を
楽
し

み
ま
し
た
。

◦
問
い
合
わ
せ
先
（
山
鹿
地
区
公
民
館
）

☎（
43
）１
７
０
１

�

鞠き
く

智ち

城じ
ょ
う

フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト

�

グ
ラ
ン
プ
リ
受
賞
の
お
知
ら
せ

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
山
鹿
も
て
な
し
た
い

　

第
７
回
鞠
智
城
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト

で
、山
鹿
市
寺
島
の
上
野
弘ひ

ろ

喜き

さ
ん
が
グ

ラ
ン
プ
リ
を
受
賞
し
ま
し
た
。上
野
さ
ん

は
本
法
人
の
会
員
で
、仕
事
の
傍
ら
趣
味

で
写
真
撮
影
に
取
り
組
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

受
賞
し
た
作
品
は
、鼓こ

楼ろ
う

を
背
に
山
鹿

中
学
校
太
鼓
部
が
力
強
く
太
鼓
を
叩
く
姿

を
写
し
た
も
の
で
、99
作
品
の
中
か
ら
選

ば
れ
ま
し
た
。作
品
は
、５
月
末
日
ま
で
歴

史
公
園
鞠
智
城
で
展
示
さ
れ
て
い
ま
す
の

で
、ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

◦
問
い
合
わ
せ
先
（
小
川
）

☎
０
９
０（
５
７
４
７
）５
１
３
６

令和３年度の教室の様子

受賞した作品を持つ上野さん



市
民
文
芸

腹筋に
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短
　
歌

肥
後
狂
句

俳
　
句

鹿
北
か
じ
か
会
　
二
月
例
会

●
松
本
臣
子
選

ぬ
っ
か
な
あ　

ひ
な
た
の
せ
ど
や
猫
の
席

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

竹
下
千
鶴
子

ひ
ま
ぐ
ら
し　

よ
ろ
こ
じ
行
か
す
良
か
お
や
じ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

島
北　

鎌
岳

ひ
ま
ぐ
ら
し　

く
や
み
な
が
ら
も
出
て
行
か
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

古
川
ひ
ろ
み

肥
後
狂
句
や
ま
が
会
　
三
月
例
会

●
遠
藤
上
気
選

好
き　

キ
ャ
ッ
チ
ボ
ー
ル
は
爺
ち
ゃ
ん
と

小
水
流
繁
富

珍
し
か　

今
日
は
飲
ま
ん
で
ど
う
し
た
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

森
川
し
を
る

負
け
た　

悔
し
さ
バ
ネ
に
次
は
金

森
川　
　

秋

ご
め
ん
ね
ェ　

あ
ん
た
の
十お

は

こ
八
番
だ
っ
た
ね
え

黒
田　

如
水

こ
ん
く
り
ゃ
ア　

は
ま
っ
て
見
た
が
食
い
き
ら
ん

菊
川　

春
風

●
長
野
お
節
選

負
け
た　

笑
顔
で
一
歩
ゆ
ず
ら
し
た野

上
け
ん
じ

ご
め
ん
ね
ェ　

久
方
ぶ
り
の
墓
参
り廣

瀨　

一
舟

珍
し
か　

同
居
希
望
の
茶
髪
嫁　

宮
川
ホ
メ
子

ご
め
ん
ね
ェ　

話
し
相
手
に
な
れ
な
く
て

　
　
　
　

稗
田　
　

恵

負
け
た　

顎
相
撲
な
ら
嬶
が
上

荒
木
ト
ン
ボ

新
人
俳
句
講
座

●
瀬
口
忠
一
選

亡
夫
め
で
し
つ
ら
つ
ら
椿
肥
後
椿　
　
　

木
村
マ
チ
コ

三
人
の
花
守
の
居
る
吉
野
山　
　
　
　
　

吉
岡
由
美
子

茶
処
の
茶
屋
を
訪
ね
て
花
吹
雪　
　
　
　

原　

ケ
イ
子

山
鹿
俳
句
会
　
四
月
例
会

●
利
光
釈
郎
選

病
室
に
陽
気
な
看ナ

ー

ス
護
師
春
の
昼　
　
　
　

園
田　

紀
子

春
眠
の
し
ば
し
異
郷
に
遊
び
け
り　
　
　

中
原　

英
明

木
蓮
の
白
塔
の
ご
と
天
に
咲
く　
　
　
　

谷　

美
和
子

鹿
本
短
歌
会
　
　
三
月
詠
草

し
ら
ま
ゆ
み
春
陽
の
下
に
沈
丁
花
初
花
吸
ふ
は
越
冬
あ
か
た
て
は
　
　
　
　
大
友
　
清
子

●
大
友
清
子
選

生
き
直
す
力
得
た
る
か
衰
へ
ゐ
し
老
紅
梅
は
ひ
し
ひ
し
と
咲
く　
　
　
　
　

鹿
子
木
泰
子

冬
空
の
沙
羅
の
梢
に
繊
き
月
疎
遠
の
友
は
如
何
に
い
ま
さ
む　
　
　
　
　
　

今
村
久
美
子

石
人
短
歌
会
　
　
三
月
詠
草

●
富
田
豊
子
選

三
人
で
く
ぐ
る
寅
年
大
鳥
居
吾
子
の
幸
せ
願
う
父
母　
　
　
　
　
　
　
　
　

米
原　

秀
一

ゆ
く
あ
て
の
な
い
心
根
を
に
ぎ
り
し
め
テ
ニ
ス
ラ
ケ
ッ
ト
素
振
り
し
て
み
る　

堀
田　

恵
美

帰
り
き
て
暫
し
と
つ
け
し
ク
ー
ラ
ー
の
吾
れ
に
憂
し
き
睡
り
を
誘
う　
　
　

鬼
木　

芳
子

鹿
北
短
歌
会
　
　
三
月
詠
草

●
渕
上
修
次
選

畑
す
み
に
抜
き
捨
て
ら
れ
た
大
根
は
天
を
仰
ぎ
て
花
咲
か
せ
た
り　
　
　
　

貞
熊
喜
美
子

ひ
と
ひ
ら
の
枯
れ
葉
の
散
る
を
思
わ
せ
て
黄
の
蝶
ふ
わ
り
草
に
と
ま
り
ぬ　

西
牟
田
節
代

ゆ
ず
風
呂
に
か
ぼ
ち
ゃ
煮
食
べ
て
願
う
の
は
無
病
息
災
コ
ロ
ナ
退
散　
　
　

北
原
ち
ず
子

菊
鹿
短
歌
会
　
　
三
月
詠
草

●
渕
上
修
次
選

届
き
た
る
家
着
の
柄
な
つ
か
し
く
過
ぎ
し
暮
ら
し
の
日
々
よ
み
が
え
る　
　

中
原
チ
エ
子

連れ
ん

翹ぎ
ょ
うと
お
は
ぎ
供
え
て
手
を
合
わ
す
春
の
彼
岸
の
今
日
は
中
日　
　
　
　
　

長
野　

節
子

ほ
ち
ほ
つ
と
白
梅
ほ
こ
ろ
び
花か

の
蜜
蜂
に
命
の
糧
に
な
り
し
や　
　
　
　
　

片
山　

陽
子

三
岳
短
歌
会
　
　
三
月
例
会

●
有
働
真
澄
選

朝
窓
を
開
け
れ
ば
未
だ
風
寒
し
山
鳩
の
声
遠
く
に
聞
こ
ゆ　
　
　
　
　
　
　

一
森　

久
子

咲
き
盛
る
侘
助
椿
の
う
す
べ
に
が
散
り
て
重
な
る
霜
土
の
上　
　
　
　
　
　

有
働　

恵
子

引
き
潮
は
夜
明
け
に
つ
れ
て
遠
ぞ
け
り
朝
の
砂
浜
濡
れ
ぬ
れ
て
ゐ
る　
　
　

巣
山
志
津
子

オムロンピンディーズ
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オムロンピンディーズHANDBALL TEAM

Pindys
公式 HP

オム
ロン 　見事プレーオフへ進出し、準優勝を収めた第46回日本シリーズが幕を閉じ、今季をもって引退ま

たはピンディーズを退団される選手の皆さんから市民の皆様へのメッセージを紹介します。これま
で素晴らしいプレーを見せていただき、ハンドボールの素晴らしさを伝えてくれました。また、ふ
るさとやまが大使として、全国に山鹿市の PRをしてくださり心からご慰労とお礼を申し上げます。

　山鹿市の皆さん、7年間たくさんのご支援、ご声援ありが
とうございました。高校を卒業後、オムロンピンディーズで
プレーすることができたこの7年間は、振り返ると辛いこと
や嬉しいことがたくさんありましたが、とても充実した時間
でした。
　山鹿は、自然が豊かで過ごしやすく、温泉もあり、食事も
おいしく、地域の皆さんも温かい人ばかりで、とてもいい場
所だと感じながら日々過ごしていました。本当に幸せな7年
間を過ごすことができました。ありがとうございました。
　これからも、オムロンピンディーズの応援をよろしくお願
いします！

　伊地知　美姫

　山鹿市の皆さん、１年間お世話になりました。
　日本へ来て、山鹿市の皆さんの温かさを感じ、すぐチーム
に溶け込むことができました。唯一の悔しさはオムロンピン
ディーズ在籍中に優勝して韓国へ帰国できなかったことです。
それだけ勝負の世界は厳しく、それ故にハンドボールは面白
く熱中させられるものでした。私は、日本のハンドボールから
多くの事を学びました。今後に活かしていきたいと思います。
　短い間でしたが、応援本当にありがとうございました。
私のこと、忘れないでください！　　　　　　　イ　ミギョン

　山鹿市民の皆さま、5年間たくさんのご支援とご声援、本
当にありがとうございました。憧れのオムロンのユニフォーム
を着て闘うことができたこの5年間は、私にとって最高に幸
せな時間で、貴重な経験となりました。
　どんなときも皆さまの声援に背中を押され、何度も顔を上
げて、前を向くことができました。
　山鹿のおいしいご飯も、温泉も、自然も温かい皆さまも大
好きです！これからもピンディーズと共に戦い、熱い応援をよ
ろしくお願いします。��　　　　　　　　　　　　西尾　瑠那

　この度、3月を持ちまして現役を引退致しました。オムロ
ンに入社して16年間、たくさんのご支援、ご声援をいただき、
心より感謝申し上げます。
　そして、夢だったオリンピックに出場することができ、本
当に幸せな競技生活を過ごすことができました。勝つときは
もちろん、負けているときも山鹿の皆さんはいつも応援して
くださり、私たちはパワーをいただきました。また、疲れた
とき、温泉に行くと心も体もリフレッシュしました。私は山
鹿の街が大好きです。今後は、オムロンピンディーズのコー
チとして、今までの経験を選手や子どもたちに伝えていきた
いと思います。引き続き、よろしくお願いいたします。

永田　しおり

NO.9 永田しおり選手　2006 年度加入 NO.18 伊地知美
み き

姫選手　2015 年度加入

NO.８ 西尾瑠
る な

那選手　2017 年度加入 NO.24　李
い

　美
み

京
ぎょん

選手　2021年度加入

お問い合わせ先：オムロンピンディーズ事務局（白石）☎ 070（7813）1893　

左は、元プロ野球選手で現在、
日本ハンドボールリーグアン
バサダーの松中信

のぶひこ

彦さん。

肩を組んでいる相手は、同い
年の竹原千

ち か

賀選手（左）。

３月５日のホーム戦の試合後
に、観客に笑顔で答える西尾
選手（右）。

３月５日の試合後、MVP に選
ばれた李選手（右）のあいさ
つを通訳する永田選手（左）。

写真協力 : 磯口　正
まさひと

人さん
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こ
ん
に
ち
は
。
地
域
お
こ
し
協

力
隊
の
内
柴
で
す
！
　
新
年
度
が

ス
タ
ー
ト
し
、
皆
さ
ま
新
た
な
環

境
で
の
生
活
に
心
を
躍
ら
せ
て
い

る
こ
と
と
思
い
ま
す
。
こ
の
広
報

が
届
く
頃
に
は
、
慌
た
だ
し
い
時

期
も
過
ぎ
て
落
ち
着
い
て
い
る
と

良
い
で
す
ね
。
大
型
連
休
後
に
長

期
休
み
の
気
分
が
抜
け
ず
、
５
月

病
に
な
ら
な
い
よ
う
お
気
を
つ
け

く
だ
さ
い
。

　
本
年
度
か
ら
、
私
の
娘
が
小
学

生
に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
６

年
間
、
た
く
さ
ん
の
経
験
や
思
い

出
づ
く
り
を
通
し
て
成
長
す
る
姿

を
見
守
っ
て
い
き
た
い
で
す
。

　
昨
年
に
引
き
続
き
、
鹿
本
町
の

「
山
鹿
暮
ら
し
サ
ポ
ー
ト
局
」
で

空
き
家
の
登
録
や
紹
介
を
行
な
っ

て
い
ま
す
。
市
外
か
ら
の
移
住
の

相
談
や
サ
ポ
ー
ト
は
も
ち
ろ
ん
、

市
内
に
お
住
ま
い
の
人
か
ら
の
ご

相
談
も
お
受
け
し
て
い
ま
す
の
で

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
空
き
家
の
内
覧
な
ど
で
お
会
い

で
き
る
こ
と
を
楽
し
み
に
し
て
い

ま
す
。
本
年
度
も
よ
ろ
し
く
お
願

い
致
し
ま
す
。（
内
柴
）

☎︎（41）9009

やまが職業相談総合センター
　鹿本地域振興局（市役所北側）１階に「やまが職業相談総合センター」を
開設しています。３つの機関が相談者の個人情報を保護しつつ連携すること
で、相談者の状況に応じた就労を支援します。

山鹿市地域職業相談室
☎ (43)1724

ジョブカフェ・鹿本ブランチ
☎ (44)7520

高齢者無料職業紹介所
鹿本相談所　☎ (43)6542

開設日時　
�平日の午前９時半〜午後５時
（土・日・祝日、年末年始は休み）
業務内容
�求人検索パソコンを設置。求人
情報の閲覧・印刷ができるほか、
相談員が職業相談や紹介を行い
ます。

開設日時
�平日の午前 10時〜午後５時（予
約制。土・日・祝日、年末年始は
休み）
業務内容
�職業相談のほか、履歴書作成支
援・面接対策・求人開拓などを
行います。

開設日時
月・水・金の午前 10 時〜午後
４時（祝日、年末年始は休み）
業務内容
 おおむね 60 歳以上の人を対象
に、求人・求職受け付けと、希
望に応じた仕事を紹介します。

　上記のほか、たまな若者サポートステーション（厚生労働省委託事業）による就労相談会
（15〜 49歳対象）も鹿本地域振興局で実施中です。専門の相談員が対応します。
開設日時：毎月第１･第３金曜日　午前10時〜午後４時
問たまな若者サポートステーション　☎0968(74)0007

問商工観光課　☎ (43)1579

たまな若者サポート
ステーションHP

就職でお悩みの人はご相談を！

あ
と
が
き

♠
春
は
出
会
い
と
別
れ
の
季
節
。

卒
業
や
退
職
な
ど
悲
し
い
別
れ

が
あ
る
一
方
で
、
入
学
や
就
職

な
ど
新
し
い
出
会
い
が
あ
り
ま

す
。
ど
の
よ
う
な
別
れ
や
出
会

い
に
も
必
ず
意
味
が
あ
り
、
誰

か
と
の
別
れ
は
、
違
う
誰
か
と

の
出
会
い
に
必
要
な
の
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。
私
も
全
て
の
出
会

い
と
別
れ
を
大
切
に
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。
３
年
間
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。（
植
）

♥
こ
の
春
か
ら
広
報
や
ま
が
を

担
当
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

初
め
て
取
材
に
出
掛
け
た
と

き
、
カ
メ
ラ
の
レ
ン
ズ
カ
バ
ー

を
付
け
た
ま
ま
シ
ャ
ッ
タ
ー
ボ

タ
ン
を
押
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
山
鹿
の
魅
力
や
皆
さ

ん
の
輝
く
姿
を
お
伝
え
す
る
た

め
、
ま
ず
は
カ
メ
ラ
の
使
い
方

を
マ
ス
タ
ー
し
て
励
ん
で
ま
い

り
ま
す
。（
紫
）

＊�掲載の人名は、原則として新聞用語懇談会の取り決
めによる漢字を使用しています（秘書広報課）

■人の動き
人口 131 人減りました 49,810 人
男性 69 人減りました 23,541 人
女性 62 人減りました 26,269 人
世帯数 45世帯増えました 21,887 世帯
〜14歳 11.7 ％ 5,824 人
15歳〜64歳 50.1 ％ 24,942 人
65歳〜 38.2 ％ 19,044 人

３月末現在 (増減は前月末比 )

グ
リ
ー
ン
購
入
法
に
認
定
さ
れ
た

環
境
保
全
の
優
れ
た
印
刷「
水
な
し
印
刷
」


